
1 白山検定

（６）手
て

取
どり

川
がわ

河
か

床
しょう

で見
み

られる「玉
たま

石
いし

」は、（　　　）という岩
がん

石
せき

である。

 ①　月
げっ

長
ちょう

石
せき

 ②　正
せい

珪
けい

石
せき

 ③　大
だい

理
り

石
せき

 ④　橄
かん

欖
らん

石
せき

（７）手
て

取
どり

川
がわ

扇
せん

状
じょう

地
ち

の末
まっ

端
たん

部
ぶ

では、ポンプでくみ上
あ

げなくても豊
ほう

富
ふ

な地
ち

下
か

水
すい

が自
し

然
ぜん

に地
ち

上
じょう

まで湧
わ

いて

出
で

てくる井
い

戸
ど

である（　　　）が数
かず

多
おお

くみられる。

 ①　集
しゅう

水
すい

井
せい

 ②　自
じ

噴
ふん

井
せい

 ③　涵
かん

養
よう

井
せい

 ④　油
ゆ

井
せい

（８）白
はく

山
さん

を代
だい

表
ひょう

する高
こう

山
ざん

植
しょく

物
ぶつ

であるクロユリやハクサンコザクラは、室
むろ

堂
どう

平
だいら

 や 南
みなみ

竜
りゅう

ヶ
が

馬
ばん

場
ば

など

の（　　　）に生
せい

育
いく

する。

 ①　岩
いわ

場
ば

 ②　乾
かん

燥
そう

した砂
さ

礫
れき

地
ち

 ③　高
こう

茎
けい

草
そう

原
げん

 ④　湿
しめ

った草
そう

地
ち

・湿
しっ

地
ち

（９）高
こう

山
ざん

植
しょく

物
ぶつ

の生
せい

育
いく

地
ち

である白
はく

山
さん

の室
むろ

堂
どう

平
だいら

 や 南
みなみ

竜
りゅう

ヶ
が

馬
ばん

場
ば

に、アカミタンポポやシロツメクサ

などの帰
き

化
か

植
しょく

物
ぶつ

のほか、低
てい

地
ち

に生
は

える（　　　）などが侵
しん

入
にゅう

し、繁
はん

殖
しょく

しているため、ボラン

ティアによる除
じょ

去
きょ

作
さ

業
ぎょう

が続
つづ

けられている。

 ①　カタバミ  ②　ツユクサ

 ③　スズメノテッポウ  ④　オオバコ

（10）白
はく

山
さん

主
しゅ

峰
ほう

部
ぶ

の南
みなみ

に位
い

置
ち

する（　　　）は、石
いし

川
かわ

・福
ふく

井
い

・岐
ぎ

阜
ふ

の三
さん

県
けん

の境
さかい

にあり、希
き

少
しょう

な高
こう

山
ざん

植
しょく

物
ぶつ

の分
ぶん

布
ぷ

地
ち

として知
し

られる。

 ①　一
いち

ノ
の

峰
みね

 ②　二
に

ノ
の

峰
みね

 ③　三
さん

ノ
の

峰
みね

 ④　御
お

舎
しゃ

利
り

山
やま

（11）日
に

本
ほん

有
ゆう

数
すう

の規
き

模
ぼ

と自
し

然
ぜん

性
せい

を誇
ほこ

る白
はく

山
さん

のブナ林
りん

は、おおよそ標
ひょう

高
こう

1,000㍍から（　　　）までの

間
あいだ

に分
ぶん

布
ぷ

しており、チブリ尾
お

根
ね

や中
ちゅう

宮
ぐう

道
どう

などに良
りょう

好
こう

な林
はやし

が見
み

られる。

 ①　1,200㍍ ②　1,600㍍ ③　2,000㍍ ④　2,400㍍

【１】開山 1300 年の白山や白山市の自然に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に

入る適切な語句を選びなさい。

（１）北
ほく

陸
りく

地
ち

方
ほう

に広
ひろ

く分
ぶん

布
ぷ

する中
ちゅう

生
せい

代
だい

の地
ち

層
そう

で、恐
きょう

竜
りゅう

の化
か

石
せき

が出
で

る地
ち

層
そう

を（　　　）という。

 ①　白
はく

山
さん

層
そう

群
ぐん

 ②　石
いし

川
かわ

層
そう

群
ぐん

 ③　手
て

取
とり

層
そう

群
ぐん

 ④　加
か

越
えつ

層
そう

群
ぐん

（２）1874（明
めい

治
じ

7）年
ねん

、プロシア（現
げん

在
ざい

のドイツ）の（　　　）が白
はく

山
さん

登
と

山
ざん

の帰
かえ

りに旧
きゅう

白
しら

峰
みね

村
むら

桑
くわ

島
じま

で採
さい

取
しゅ

した植
しょく

物
ぶつ

化
か

石
せき

が、後
のち

に友
ゆう

人
じん

のガイラー博
は か せ

士によって中
ちゅう

生
せい

代
だい

のものだと発
はっ

表
ぴょう

された。

 ①　ライン博
は か せ

士 ②　モース博
は か せ

士 ③　キーン博
は か せ

士 ④　ライト博
は か せ

士

（３）白
はく

山
さん

は火
か

山
ざん

であり、火
か

口
こう

湖
こ

で一
いち

番
ばん

大
おお

きい（　　　）が 1042（長
ちょう

久
きゅう

３）年
ねん

の噴
ふん

火
か

でできたこと

が白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

に伝
つた

わる古
こ

文
もん

書
じょ

に書
か

かれている。

 ①　翠
みどり

ケ
が

池
いけ

 ②　血
ち

ノ
の

池
いけ

 ③　鍛
か

冶
じ

屋
や

地
じ

獄
ごく

 ④　千
せん

蛇
じゃ

ケ
が

池
いけ

（４）白
はく

山
さん

市
し

の森
しん

林
りん

面
めん

積
せき

は 6 万
まん

3416㌶で、総
そう

面
めん

積
せき

の約
やく

（　　　）％である。

 ①　70 ②　77 ③　84 ④　91

（５）ハクサンコザクラやハクサンシャクナゲなど標
ひょう

準
じゅん

的
てき

な和
わ

名
めい

に「ハクサン」がつく植
しょく

物
ぶつ

は 18

種
しゅ

ある。その主
おも

な理
り

由
ゆう

は、（　　　）である。

 ①　白
はく

山
さん

にしかない固
こ

有
ゆう

種
しゅ

だから

 ②　白
はく

山
さん

で発
はっ

見
けん

、あるいは標
ひょう

本
ほん

が採
さい

取
しゅ

されるなどしたから

 ③　他
ほか

の山
やま

に比
くら

べて白
はく

山
さん

に特
とく

に多
おお

く生
せい

育
いく

している種
しゅ

だから

 ④　現
げん

白
はく

山
さん

市
し

出
しゅっ

身
しん

の植
しょく

物
ぶつ

学
がく

者
しゃ

が名
な

付
づ

けたから

白山検定正答表 （平成 30年 3月 4日実施）
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（17）ニホンカモシカは、かつては狩
しゅ

猟
りょう

の対
たい

象
しょう

になるなどして、白
はく

山
さん

地
ち

域
いき

でも「幻
まぼろし

の動
どう

物
ぶつ

」と言
い

わ

れていたが、1955（昭
しょう

和
わ

30）年
ねん

に（　　　）ことなどにより生
せい

息
そく

数
すう

が増
ぞう

加
か

し、現
げん

在
ざい

では奥
おく

山
やま

だけでなく県
けん

内
ない

の里
さと

山
やま

にも広
ひろ

く分
ぶん

布
ぷ

している。

 ①　国
くに

がカモシカ保
ほ

護
ご

地
ち

域
いき

を設
せっ

定
てい

した ②　国
くに

が鳥
ちょう

獣
じゅう

保
ほ

護
ご

区
く

を設
せっ

定
てい

した

 ③　国
くに

の特
とく

別
べつ

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

された ④　国
くに

の絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種
しゅ

に選
せん

定
てい

された

（18）白
はく

山
さん

ろくで、羽
はね

にマーキングをして放
はな

したアサギマダラのうち、これまで最
もっと

も遠
えん

方
ぽう

で再
さい

捕
ほ

獲
かく

された場
ば

所
しょ

は、（　　　）である。

 ①　五
ご

島
とう

列
れっ

島
とう

 ②　屋
や

久
く

島
しま

 ③　奄
あま

美
み

大
おお

島
しま

 ④　与
よ

那
な

国
ぐに

島
じま

（19）白
はく

山
さん

林
りん

道
どう

の愛
あい

称
しょう

「白
はく

山
さん

白
しら

川
かわ

郷
ごう

（　　　）」は、2015（平
へい

成
せい

27）年
ねん

4 月
がつ

に「白
はく

山
さん

スーパー林
りん

道
どう

」

から変
へん

更
こう

された。

 ①　ホワイトロード  ②　ウルトラロード

 ③　レインボーロード  ④　スカイロード

（20）「はりんこ」の愛
あい

称
しょう

で親
した

しまれ、水
みず

草
くさ

で球
きゅう

状
じょう

の巣
す

を作
つく

る（　　　）は、手
て

取
どり

川
がわ

扇
せん

状
じょう

地
ち

の湧
わ

き水
みず

が流
なが

れる小
お

川
がわ

に生
せい

息
そく

する淡
たん

水
すい

魚
ぎょ

で、水
すい

量
りょう

の減
げん

少
しょう

などにより、絶
ぜつ

滅
めつ

が心
しん

配
ぱい

されている。

 ①　イトヨ ②　トミヨ ③　ホトケドジョウ ④　メダカ

【２】白山市の歴史に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語句を選び

なさい。

（21）八
や

幡
はた

町
まち

にある縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の舟
ふな

岡
おか

山
やま

遺
い

跡
せき

では（　　　）式
しき

住
じゅう

居
きょ

が復
ふくげん

元されている。

 ①　竪
たて

穴
あな

 ②　掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

 ③　高
たか

床
ゆか

 ④　寝
しん

殿
でん

造
づくり

（22）横
よこ

江
え

町
まち

にある横
よこ

江
えの

荘
しょう

遺
い

跡
せき

は、奈
な ら

良（　　　）の荘
しょう

園
えん

管
かん

理
り

施
し

設
せつ

が確
かく

認
にん

されている。

 ①　東
とう

大
だい

寺
じ

 ②　興
こう

福
ふく

寺
じ

 ③　法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

 ④　薬
やく

師
し

寺
じ

（12）ブナが芽
め

吹
ぶ

く前
まえ

の明
あか

るいブナ林
りん

では、（　　　）やニリンソウ、キクザキイチリンソウなどの

「春
はる

植
しょく

物
ぶつ

」と言
い

われる草
そう

本
ほん

類
るい

が一
いっ

斉
せい

に花
はな

を咲
さ

かせる。

 ①　ニッコウキスゲ  ②　ササユリ

 ③　カタクリ  ④　ムラサキヤシオツツジ

（13）ブナの花
はな

や実
み

は、（　　　）やニホンザルなどの重
じゅう

要
よう

な餌
えさ

となっているが、数
すうねん

年ごとに凶
きょう

作
さく

の

年
とし

がある。

 ①　ニホンカモシカ ②　ツキノワグマ ③　タヌキ ④　アナグマ

（14）白
はく

山
さん

では絶
ぜつ

滅
めつ

したとされていたライチョウが、2009（平
へい

成
せい

21）年
ねん

6 月
がつ

に、70 年
ねん

ぶりに確
かく

認
にん

され、羽
う

毛
もう

の DNA 分
ぶん

析
せき

の結
けっ

果
か

、（　　　）方
ほう

面
めん

の個
こ

体
たい

群
ぐん

と同
おな

じであることがわかり、そこから

峰
みね

伝
づた

いに飛
と

んできたと推
すい

定
てい

された。

 ①　北
きた

アルプス ②　中
ちゅう

央
おう

アルプス ③　南
みなみ

アルプス ④　妙
みょう

高
こう

・火
ひ

打
うち

山
やま

（15）1998（平
へい

成
せい

10）年
ねん

5 月
がつ

に松
まっ

任
とう

海
かい

浜
ひん

公
こう

園
えん

沖
おき

合
あい

の水
すい

深
しん

20 ～ 30㍍の海
かい

底
てい

で見
み

つかった松
まっ

任
とう

沖
おき

海
かい

底
てい

林
りん

 は、測
そく

定
てい

の結
けっ

果
か

（　　　）前
まえ

のものと分
わ

かった。

 ①　1000 ～ 2000 年
ねん

 ②　3000 ～ 4000 年
ねん

 ③　5000 ～ 7000 年
ねん

 ④　8000 ～ 1 万
まん

年
ねん

（16）石
いし

川
かわ

県
けん

の県
けん

鳥
ちょう

であるイヌワシは、白
はく

山
さん

地
ち

域
いき

の深
ふか

い谷
たに

をなわばりとして繁
はん

殖
しょく

しており、主
おも

な餌
えさ

はノウサギやヤマドリのほか、（　　　）が多
おお

いことがわかっている。

 ①　カモシカの幼
よう

獣
じゅう

  ②　カケスなど中
ちゅう

～小
こ

型
がた

鳥
ちょう

類
るい

 ③　アオダイショウなどヘビ類
るい

 ④　イワナ
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（30）白
はく

山
さん

ろく民
みん

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

に移
い

築
ちく

された桑
くわ

島
じま

の旧
きゅう

杉
すぎ

原
はら

家
け

住
じゅう

宅
たく

の階
かい

上
じょう

では、かつて主
しゅ

要
よう

産
さん

業
ぎょう

の

（　　　）が営
いとな

まれていた。

 ①　炭
すみ

焼
や

き ②　養
よう

蚕
さん

 ③　酒
しゅ

造
ぞう

 ④　紙
かみ

漉
す

き

（31）江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の松
まっ

任
とう

地
ち

域
いき

は染
そめ

物
もの

が盛
さか

んで、（　　　）と呼
よ

ばれた製
せい

品
ひん

は北
ほっ

海
かい

道
どう

や東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

に年
ねん

間
かん

20 万
まん

反
たん

も販
はん

売
ばい

されたといわれる。

 ①　松
まっ

任
とう

染
ぞめ

 ②　友
ゆう

禅
ぜん

染
ぞめ

 ③　茜
あかね

染
ぞめ

 ④　梅
うめ

染
ぞめ

（32）石
いし

川
かわ

平
へい

野
や

では江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

も稲
いな

作
さく

が盛
さか

んで、裏
うら

作
さく

として（　　　）が多
おお

く栽
さい

培
ばい

された。

 ①　花
か

木
ぼく

 ②　大
だい

豆
ず

 ③　菜
な

種
たね

 ④　ソバ

（33）江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の白
はく

山
さん

ろくでは、加
か

賀
が

藩
はん

3 代
だい

藩
はん

主
しゅ

前
まえ

田
だ

利
とし

常
つね

が奨
しょう

励
れい

を始
はじ

めたと伝
つた

わる（　　　）の

生
せい

産
さん

が盛
さか

んだった。

 ①　綿
めん

花
か

 ②　葉
は

煙
たば

草
こ

 ③　亜
あ

麻
ま

 ④　除
じょ

虫
ちゅう

菊
ぎく

（34）「鶴
つる

来
ぎ

」の地
ち

名
めい

は（　　　）に由
ゆ

来
らい

すると言
い

われている。

 ①　白
はく

山
さん

 ②　手
て

取
どり

川
がわ

 ③　白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

 ④　金
きん

剱
けん

宮
ぐう

（35）金
かな

沢
ざわ

と名
な

古
ご

屋
や

を結
むす

ぶ鉄
てつ

道
どう

として構
こう

想
そう

され、加
か

賀
が

一
いちの

宮
みや

～白
はく

山
さん

下
した

間
かん

の開
かい

通
つう

を見
み

た「金
きん

名
めい

鉄
てつ

道
どう

」は、

第
だい

二
に

次
じ

工
こう

事
じ

として白
はく

山
さん

下
した

駅
えき

から（　　　）までの敷
ふ

設
せつ

計
けい

画
かく

があった。

 ①　美
み

濃
の

白
しろ

鳥
とり

駅
えき

 ②　郡
ぐ

上
じょう

八
はち

幡
まん

駅
えき

 ③　美
み

濃
の

太
おお

田
た

駅
えき

 ④　美
み

濃
の

洲
す

原
はら

駅
えき

（36）小
お

川
がわ

町
まち

には、中
ちゅう

世
せい

以
い

前
ぜん

に白
はく

山
さん

本
ほん

宮
ぐう

の末
まつ

社
しゃ

（　　　）が鎮
ちん

座
ざ

していたという。

 ①　佐
さ

那
な

武
たけ

社
しゃ

 ②　小
こ

白
はく

山
さん

社
しゃ

 ③　志
し

津
づ

原
はら

明
みょう

神
じん

 ④　弓
ゆみ

原
はら

社
しゃ

（37）石
いし

立
だて

町
まち

にある「石
いし

の木
き

塚
づか

」には、日
に

本
ほん

の昔
むかし

話
ばなし

（　　　）に類
るい

型
けい

化
か

される逸
いつ

話
わ

が付
ふ

随
ずい

している。

 ①　桃
もも

太
た

郎
ろう

 ②　金
きん

太
た

郎
ろう

 ③　浦
うら

島
しま

太
た

郎
ろう

 ④　かぐや姫
ひめ

（23）古
ふる

城
しろ

町
まち

にあった松
まっ

任
とう

城
じょう

は、（　　　）時
じ

代
だい

にこの地
ち

を支
し

配
はい

した松
まっ

任
とう

十
じゅう

郎
ろう

範
のり

光
みつ

の館
やかた

が置
お

かれた

のが始
はじ

まりとされている。

 ①　奈
な

良
ら

 ②　平
へい

安
あん

 ③　鎌
かま

倉
くら

 ④　室
むろ

町
まち

（24）別
べっ

宮
く

の鳥
とり

越
ごえ

城
じょう

は、織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

軍
ぐん

の攻
こう

勢
せい

に最
さい

後
ご

まで抵
てい

抗
こう

した（　　　）の拠
きょ

点
てん

である。

 ①　一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

 ②　百
ひゃく

姓
しょう

一
いっ

揆
き

 ③　米
こめ

騒
そう

動
どう

 ④　キリシタン

（25）江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に北
きた

前
まえ

船
ぶね

の寄
き

港
こう

地
ち

として栄
さか

えた本
もと

吉
よし

湊
みなと

（現
げん

美
み

川
かわ

港
こう

）は、古
ふる

くから（　　　）の一つ

として知
し

られた港
みなと

である。

 ①　二
に

津
しん

八
はち

湊
そう

 ②　三
さん

津
しん

七
しち

湊
そう

 ③　四
よん

津
しん

六
ろく

湊
そう

 ④　五
ご

津
しん

五
ご

湊
そう

（26）北
きた

前
まえ

船
ぶね

の往
おう

来
らい

で本
もと

吉
よし

湊
みなと

でも（　　　）らの豪
ごう

商
しょう

が生
う

まれ、加
か

賀
が

藩
はん

の財
ざい

政
せい

を支
ささ

えた。

 ①　木
き

屋
や

藤
と

右
う

衛
え

門
もん

 ②　銭
ぜに

屋
や

五
ご

兵
へ

衛
え

 ③　丸
まる

屋
や

伝
でん

四
し

郎
ろう

 ④　明
みょう

翫
がん

屋
や

治
じ

兵
へ

衛
え

（27）白
はく

山
さん

の登
と

山
ざん

道
どう

の一つ「別
べっ

山
さん

・市
いち

ノ
の

瀬
せ

道
どう

」は、その名
な

の通
とお

り市
いち

ノ
の

瀬
せ

と別
べっ

山
さん

を結
むす

ぶ道
みち

であり、

江
え

戸
ど

中
ちゅう

期
き

にはすでに（　　　）の回
かい

遊
ゆう

道
どう

として利
り

用
よう

されていた。

 ①　越
えち

前
ぜん

禅
ぜん

定
じょう

道
どう

 ②　加
か

賀
が

禅
ぜん

定
じょう

道
どう

 ③　美
み

濃
の

禅
ぜん

定
じょう

道
どう

 ④　旧
きゅう

平
ひら

瀬
せ

道
どう

（28）江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の 1668（寛
かん

文
ぶん

8）年
ねん

に、白
はく

山
さん

山
さん

頂
ちょう

の杣
そま

取
どり

権
けん

（神
じん

社
じゃ

造
ぞう

営
えい

の材
ざい

木
もく

を伐
ばっ

採
さい

する権
けん

益
えき

）を

めぐる加
か

賀
が

と越
えち

前
ぜん

の相
そう

論
ろん

の結
けっ

果
か

、白
はく

山
さん

ろくの（　　　）が幕
ばく

府
ふ

直
ちょっ

轄
かつ

の領
りょう

地
ち

に編
へん

入
にゅう

された。

 ①　16 カ村
そん

 ②　17 カ村
そん

 ③　18 カ村
そん

 ④　19 カ村
そん

（29）現
げん

在
ざい

の JR 松
まっ

任
とう

駅
えき

周
しゅう

辺
へん

の市
し

街
がい

地
ち

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には北
ほっ

国
こく

街
かい

道
どう

沿
ぞ

いに位
い

置
ち

し（　　　）として

発
はっ

展
てん

した。

 ①　社
しゃ

家
け

町
まち

 ②　門
もん

前
ぜん

町
まち

 ③　在
ざい

郷
ごう

町
まち

 ④　寺
じ

内
ない

町
まち
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（44）尾
お

口
ぐち

地
ち

区
く

に古
ふる

くから伝
でん

承
しょう

されている人
にん

形
ぎょう

芝
しば

居
い

「でくまわし」のうち、東
ひがし

二
ふた

口
くち

の「でくまわし」

は（　　　）の名
めい

称
しょう

で毎
まい

年
とし

上
じょう

演
えん

されている。

 ①　白
はく

山
さん

浄
じょう

瑠
る

璃
り

  ②　文
ぶん

弥
や

人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

 ③　東
ひがし

二
ふた

口
くち

人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

 ④　一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

浄
じょう

瑠
る

璃
り

（45）白
しら

峰
みね

地
ち

区
く

に伝
つた

わる（　　　）は、鞨
かっ

鼓
こ

と呼
よ

ぶ古
ふる

い楽
がっ

器
き

を手
て

に白
はく

山
さん

開
かい

山
ざん

の日
ひ

や節
せっ

句
く

、盆
ぼん

、祭
まつ

り

などに歌
うた

い踊
おど

られる。

 ①　かんこ踊
おど

り ②　じょうかべ踊
おど

り ③　あさんがえし ④　おおつえくずし

（46）白
しら

峰
みね

地
ち

区
く

は、2012（平
へい

成
せい

24）年
ねん

に文
ぶん

化
か

庁
ちょう

から（　　　）に選
せん

定
てい

された。

 ①　特
とく

別
べつ

保
ほ

全
ぜん

修
しゅう

景
けい

地
ち

区
く

 ②　歴
れき

史
し

的
てき

町
まち

並
なみ

保
ほ

存
ぞん

地
ち

区
く

 ③　重
じゅう

要
よう

伝
でん

統
とう

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

群
ぐん

保
ほ

存
ぞん

地
ち

区
く

 ④　歴
れき

史
し

的
てき

環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

地
ち

区
く

（47）白
はく

山
さん

市
し

の獅
し

子
し

舞
まい

の大
たい

半
はん

は、金沢にあった町
まち

田
だ

半
はん

兵
べ

衛
え

流
りゅう

の（　　　）を伝
でん

承
しょう

しているとされる。

 ①　太
たい

鼓
こ

 ②　舞
ぶ

踊
よう

 ③　柔
じゅう

術
じゅつ

 ④　棒
ぼう

術
じゅつ

（48）白
はく

山
さん

市
し

無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

の「柏
かしわ

野
の

じょんがら踊
おど

り」のうち、団
だん

七
しち

踊
おど

り、笠
かさ

松
まつ

踊
おど

りは（　　　）

に由
ゆ

来
らい

する。

 ①　あだ討
う

ち芝
しば

居
い

 ②　からくり芝
しば

居
い

 ③　かぶき芝
しば

居
い

 ④　おどけ芝
しば

居
い

（49）竹
たけ

松
まつ

町
まち

では明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

初
しょ

期
き

から続
つづ

く年
ねん

末
まつ

の伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

「田
た

の（　　　）まわり」がある。

 ①　挨
あい

拶
さつ

 ②　お歳
せ

暮
ぼ

 ③　しまい ④　領
りょう

（50）「鳥
とり

越
ごえ

一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

まつり」では、一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

追
つい

悼
とう

式
しき

をはじめ鳥
とり

越
ごえ

（　　　）、じょんこら踊
おど

りなど

多彩なイベントがある。

 ①　凧
たこ

揚
あ

げ ②　綱
つな

引
ひ

き ③　流
やぶ

鏑
さ

馬
め

 ④　万
まん

灯
とう

華
か

（38）手
て

取
どり

川
がわ

七
しち

ケ
か

用
よう

水
すい

は、2004（平
へい

成
せい

16）年
ねん

に農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

の（　　　）に選
せん

定
てい

された。

 ①　清
せい

流
りゅう

百
ひゃく

選
せん

 ②　疎
そ

水
すい

百
ひゃく

選
せん

 ③　灌
かん

漑
がい

百
ひゃく

選
せん

 ④　水
すい

路
ろ

百
ひゃく

選
せん

（39）県
けん

立
りつ

翠
すい

星
せい

高
こう

校
こう

のルーツは、1876（明
めい

治
じ

9）年
ねん

に金
かな

沢
ざわ

に置
お

かれた（　　　）にさかのぼる。

 ①　県
けん

種
しゅ

畜
ちく

場
じょう

 ②　県
けん

種
しゅ

苗
びょう

場
じょう

 ③　県
けん

生
せい

育
いく

場
じょう

 ④　県
けん

勧
かん

業
ぎょう

場
じょう

（40）白
しら

峰
みね

地
ち

区
く

の手
て

取
どり

川
がわ

河
か

床
しょう

にある「百
ひゃく

万
まん

貫
がん

の岩
いわ

」は、1934（昭
しょう

和
わ

9）年
ねん

の水
すい

害
がい

の時
とき

に流
りゅう

出
しゅつ

した

ことが知
し

られている巨
きょ

石
せき

で、重
おも

さは（　　　）と推
すい

計
けい

されている。

 ①　99 万
まん

貫
がん

（約 3,713㌧） ②　109 万
まん

貫
がん

（約 4,088㌧）

 ③　119 万
まん

貫
がん

（約 4,463㌧） ④　129 万
まん

貫
がん

（約 4,838㌧）

【３】白山市の文化財や伝統文化に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な

語句を選びなさい。

（41）国
くに

指
し

定
てい

重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

「白
はく

山
さん

縁
えん

起
ぎ

」は、（　　　）時
じ

代
だい

に書
しょ

写
しゃ

され、白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

に残
のこ

る最
さい

古
こ

の

縁
えん

起
ぎ

である。

 ①　平
へい

安
あん

 ②　鎌
かま

倉
くら

 ③　室
むろ

町
まち

 ④　江
え

戸
ど

（42）（　　　）蔵
ぞう

の国
くに

指
し

定
てい

重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

「大
だい

般
はん

若
にゃ

経
きょう

巻
まき

第
だい

二
に

百
ひゃく

四
し

十
じゅう

九
く

」は、奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

前
ぜん

期
き

の代
だい

表
ひょう

的
てき

な写
しゃ

経
きょう

として知
し

られる。

 ①　本
ほん

誓
せい

寺
じ

 ②　聖
しょう

興
こう

寺
じ

 ③　真
しん

教
きょう

寺
じ

 ④　願
がん

念
ねん

寺
じ

（43）石
いし

川
かわ

県
けん

指
し

定
てい

無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

の「牛
うし

首
くび

紬
つむぎ

」は、（　　　）のような本
ほん

来
らい

は製
せい

糸
し

原
げん

料
りょう

に向
む

かない繭
まゆ

から

取
と

った糸
いと

を入
にゅう

念
ねん

に織
お

り上
あ

げた織
おり

物
もの

で、現
げん

代
だい

では高
こう

級
きゅう

品
ひん

として評
ひょう

価
か

が高
たか

い。

 ①　黄
き

繭
まゆ

 ②　山
やま

繭
まゆ

 ③　色
いろ

繭
まゆ

 ④　玉
たま

繭
まゆ
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（58）白
はく

山
さん

市
し

立
りつ

（　　　）小
しょう

学
がっ

校
こう

には幕
ばく

末
まつ

の勤
きん

王
のう

家
か

小
お

川
がわ

幸
こう

三
ぞう

の座
ざ

像
ぞう

が設
せっ

置
ち

されている。

 ①　朝
あさ

日
ひ

 ②　明
めい

光
こう

 ③　広
こう

陽
よう

 ④　蕪
ぶ

城
じょう

（59）世
せ

界
かい

的
てき

に有
ゆう

名
めい

な仏
ぶっ

教
きょう

哲
てつ

学
がく

者
しゃ

（　　　）は、美
み

川
かわ

小
しょう

学
がっ

校
こう

で英
えい

語
ご

の代
だい

用
よう

教
きょう

員
いん

を務
つと

め、美
み

川
かわ

北
きた

町
まち

の徳
とく

証
しょう

寺
じ

に下
げ

宿
しゅく

していた。

 ①　藤
ふじ

岡
おか

作
さく

太
た

郎
ろう

 ②　鈴
すず

木
き

大
だい

拙
せつ

 ③　西
にし

田
だ

幾
き

多
た

郎
ろう

 ④　石
いし

川
かわ

舜
しゅん

台
たい

（60）絵
かい

画
が

のほか多
た

彩
さい

な美
び

術
じゅつ

作
さく

品
ひん

がある（　　　）は、母
はは

親
おや

のふるさと白
はく

山
さん

市
し

の名
めい

誉
よ

市
し

民
みん

で、

JR 松
まっ

任
とう

駅
えき

近
ちか

くに記
き

念
ねん

美
び

術
じゅつ

館
かん

がある。

 ①　中
なか

川
がわ

一
かず

政
まさ

 ②　松
まつ

本
もと

白
はっ

華
か

 ③　廣
ひろ

瀬
せ

與
よ

吉
きち

 ④　隅
すみ

谷
たに

正
まさ

峯
みね

【５】白山市の暮らしや方言に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語句

を選びなさい。

（61）白
しら

峰
みね

地
ち

区
く

の「ほんこさん料
りょう

理
り

」のうち（　　　）は、ナメコやムカゴなど山
やま

の幸
さち

をふんだんに

使
つか

い炊
た

き込
こ

んだものである。

 ①　こくしょ ②　チャノコ ③　がんじき ④　紫
し

炒
い

菜
な

（62）1737（元
げん

文
ぶん

2）年
ねん

に松
まっ

任
とう

で創
そう

業
ぎょう

した圓
えん

八
ぱち

の（　　　）は、天
てん

狗
ぐ

のお告
つ

げでその着
ちゃく

想
そう

を得
え

たと

伝
つた

えられている。

 ①　いがら饅
まん

頭
じゅう

 ②　あんころ餅
もち

 ③　羽
は

二
ぶた

重
え

餅
もち

 ④　ころころ餅
もち

（63）白
はく

山
さん

市
し

の農
のう

家
か

では男
だん

児
じ

が誕
たん

生
じょう

すると、正
しょう

月
がつ

に床
とこ

の間
ま

か大
だい

黒
こく

柱
ばしら

に（　　　）と呼
よ

ぶケヤキの棒
ぼう

を刺
さ

した鏡
かがみ

餅
もち

を飾
かざ

り、子
こ

どもの健
けん

康
こう

と出
しゅっ

世
せ

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

があった。

 ①　けらば ②　まゆ玉
だま

 ③　年
とし

徳
とく

餅
もち

 ④　若
わか

子
ご

餅
もち

【４】白山市ゆかりの人物に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語句を

選びなさい。

（51）鳥
とり

越
ごえ

城
じょう

を活
かつ

動
どう

拠
きょ

点
てん

とした鈴
すず

木
き

出
で

羽
わの

守
かみ

は本
ほん

願
がん

寺
じ

（　　　）から激
げき

励
れい

の手
て

紙
がみ

をもらった。

 ①　蓮
れん

如
にょ

 ②　実
じつ

如
にょ

 ③　証
しょう

如
にょ

 ④　顕
けん

如
にょ

（52）1872（明
めい

治
じ

5）年
ねん

に石
いし

川
かわ

県
けん

が誕
たん

生
じょう

し、美
み

川
かわ

町
まち

に県
けん

庁
ちょう

が置
お

かれた時
とき

の県
けん

令
れい

（県
けん

知
ち

事
じ

）は（　　　）

である。

 ①　前
まえ

田
だ

慶
よし

寧
やす

 ②　内
うち

田
だ

政
まさ

風
かぜ

 ③　桐
きり

山
やま

純
じゅん

孝
こう

 ④　岩
いわ

村
むら

高
たか

俊
とし

（53）白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

蔵
ぞう

の国
こく

宝
ほう

「吉
よし

光
みつ

」の剣
けん

は、加
か

賀
が

藩
はん

主
しゅ

（　　　）が奉
ほう

納
のう

したものである。

 ①　前
まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

 ②　前
まえ

田
だ

利
とし

長
なが

 ③　前
まえ

田
だ

利
とし

常
つね

 ④　前
まえ

田
だ

綱
つな

紀
のり

（54）1583（天
てん

正
しょう

11）年
ねん

に（　　　）は、羽
は

柴
しば

秀
ひで

吉
よし

から松
まっ

任
とう

の地
ち

を与
あた

えられた。

 ①　前
まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

 ②　前
まえ

田
だ

利
とし

長
なが

 ③　前
まえ

田
だ

利
とし

常
つね

 ④　前
まえ

田
だ

綱
つな

紀
のり

（55）1703（元
げん

禄
ろく

16）年
ねん

生
う

まれで、女
じょ

流
りゅう

俳
はい

人
じん

として活
かつ

躍
やく

した加
か

賀
が

の千
ち

代
よ

女
じょ

は、松
まっ

任
とう

の（　　　）

の娘
むすめ

である。

 ①　寺
てら

 ②　表
ひょう

具
ぐ

師
し

 ③　染
そめ

物
もの

屋
や

 ④　呉
ご

服
ふく

商
しょう

（56）江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

に現
げん

在
ざい

の鶴
つる

来
ぎ

地
ち

区
く

で生
う

まれた儒
じゅ

学
がく

者
しゃ

の（　　　）は、加
か

賀
が

藩
はん

重
じゅう

臣
しん

の今
いま

枝
えだ

氏
し

に

仕
つか

えた。

 ①　皆
みな

川
がわ

淇
き

園
えん

 ②　東
とう

陵
りょう

文
ぶん

亀
き

 ③　金
かね

子
こ

鶴
かく

村
そん

 ④　松
まつ

江
え

安
やす

見
み

（57）江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

末
まつ

から明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

初
はじ

めにかけ富
と

樫
がし

用
よう

水
すい

の整
せい

備
び

に尽
じん

力
りょく

した（　　　）は、七
しち

ケ
か

用
よう

水
すい

の父
ちち

と言
い

われている。

 ①　板
いた

屋
や

兵
へい

四
し

郎
ろう

 ②　枝
えだ

権
ごん

兵
べ

衛
え

 ③　山
やま

田
だ

胖
ゆたか

 ④　大
おお

矢
や

四
し

郎
ろ

兵
べ

衛
え
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（70）白
しら

峰
みね

地
ち

区
く

の方
ほう

言
げん

は古
ふる

い時
じ

代
だい

の姿
すがた

をよく残
のこ

しており、白
しら

峰
みね

弁
べん

または（　　　）と呼
よ

ばれる。

 ①　カゴッマ弁
べん

 ②　ケセン弁
べん

 ③　ギア弁
べん

 ④　ジゲ弁
べん

【６】白山市の建造物、寺社、地理に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切

な語句を選びなさい。

（71）白
はく

山
さん

は 4 県
けん

にまたがり、1962（昭
しょう

和
わ

37）年
ねん

に国
こく

内
ない

20 番
ばん

目
め

の（　　　）に指
し

定
てい

された。

 ①　国
こく

立
りつ

公
こう

園
えん

 ②　国
こく

定
てい

公
こう

園
えん

 ③　特
とく

別
べつ

名
めい

勝
しょう

 ④　自
し

然
ぜん

公
こう

園
えん

（72）白
はく

山
さん

ろく民
みん

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

に展
てん

示
じ

されている旧
きゅう

尾
び

田
た

家
け

は、（　　　）民
みん

家
か

（山
やま

の小
こ

屋
や

）の一
ひと

つで、

国
くに

の重
じゅう

要
よう

有
ゆう

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

されている。

 ①　狩
しゅ

猟
りょう

 ②　樵
きこり

 ③　出
で

作
づく

り ④　養
よう

蚕
さん

（73）湊
みなと

町
まち

に実
じつ

業
ぎょう

家
か

熊
くま

田
だ

源
げん

太
た

郎
ろう

が開
かい

設
せつ

した私
し

設
せつ

図
と

書
しょ

館
かん

「呉
くれ

竹
たけ

文
ぶん

庫
こ

」の側
そば

には（　　　）の合
かっ

戦
せん

の

様
よう

子
す

を唱
うた

った狂
きょう

歌
か

の碑
ひ

がある。

 ①　富
と

樫
がし

政
まさ

親
ちか

と一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

 ②　一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

と朝
あさ

倉
くら

宗
そう

滴
てき

 ③　上
うえ

杉
すぎ

謙
けん

信
しん

と織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

 ④　織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

と一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

（74）白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

では 6 月
がつ

初
しょ

旬
じゅん

に加
か

賀
が

の七
なな

つの湊
みなと

の魚
ぎょ

介
かい

類
るい

を奉
ほう

納
のう

し豊
ほう

漁
りょう

と海
かい

上
じょう

安
あん

全
ぜん

を祈
いの

る

（　　　）祭
まつ

りが行
おこな

われる。

 ①　七
なな

浜
はま

 ②　御
ごん

酒
しゅ

 ③　御
お

贄
にえ

 ④　大
たい

漁
りょう

（75）北
きた

安
やす

田
だ

町
まち

の明
みょう

達
たつ

寺
じ

に生
う

まれた宗
しゅう

教
きょう

家
か

の暁
あけ

烏
がらす

敏
はや

は、藤
ふじ

原
わら

鉄
てつ

乗
じょう

（川
かわ

北
きた

町
まち

）、高
たか

光
みつ

大
だい

船
せん

（金
かな

沢
ざわ

市
し

）

とともに「加
か

賀
が

の（　　　）」と呼
よ

ばれた。

 ①　三
さん

人
にん

衆
しゅう

 ②　三
さん

巨
きょ

人
じん

 ③　ご三
さん

家
け

 ④　三
さん

羽
ば

烏
がらす

（64）横
よこ

江
え

町
まち

では毎
まい

年
とし

7 月
がつ

末
まつ

に江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から続
つづ

く「虫
むし

送
おく

り行
ぎょう

事
じ

」があり、太
たい

鼓
こ

を先
せん

頭
とう

に子
こ

どもらが

カンテラを手
て

に水
すい

田
でん

を歩
ある

き（　　　）を追
お

い払
はら

う。

 ①　毒
どく

蛾
が

 ②　スズメ蜂
ばち

 ③　ウンカ虫
むし

 ④　あぶら虫
むし

（65）毎
まいとし

年、氷
ひ

室
むろ

の日
ひ

に白
はく

山
さん

市
し

内
ない

の和
わ

菓
が

子
し

店
てん

でも売
う

られる氷
ひ

室
むろ

饅
まん

頭
じゅう

は、（　　　）の願
ねが

いが込
こ

められて

いる。

 ①　恋
れん

愛
あい

成
じょう

就
じゅ

 ②　学
がく

業
ぎょう

成
じょう

就
じゅ

 ③　無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

 ④　商
しょう

売
ばい

繁
はん

盛
じょう

（66）手
て

取
どり

川
がわ

河
か

口
こう

ではハゼ科
か

の（　　　）である「スベリ」を獲
と

り、卵
たまご

とじ、茶
ちゃ

碗
わん

蒸
む

し、すまし汁
じる

、

おどり食
ぐ

いなどにして味
あじ

わう。

 ①　シロウオ ②　シラウオ ③　ワカサギ ④　チリメン

（67）「安
やす

い、おいしい、親
した

しみやすい」と三
さん

拍
びょう

子
し

そろったご当
とう

地
ち

Ｂ級
きゅう

グルメとして、鶴
つる

来
ぎ

地
ち

区
く

では（　　　）が開
かい

発
はつ

され、話
わ

題
だい

になった。

 ①　NGYO（なっとう・ごはん・やき・おにぎり）

 ②　TKGY（たまご・かけ・ごはん・やき）

 ③　FNSC（ふぐ・ぬかづけ・さらさら・ちゃづけ）

 ④　CRNM（ちきん・らいす・のり・まき）

（68）石
いし

川
かわ

平
へい

野
や

の農
のう

家
か

を中
ちゅう

心
しん

に嫁
よめ

の里
さと

帰
がえ

りを（　　　）といい、正
しょう

月
がつ

や盆
ぼん

、祭
まつ

りの後
あと

などにも行
おこな

う。

 ①　カクセツ ②　初
うい

産
ざん

帰
がえ

り ③　ヒートリヨメサ ④　チョウハイ

（69）石
いし

川
かわ

平
へい

野
や

の方
ほう

言
げん

で「どくしょな」とは（　　　）という意
い

味
み

である。

 ①　無
む

情
じょう

な ②　怠
たい

惰
だ

な ③　博
はく

学
がく

な ④　きれいな
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（83）白
はく

山
さん

市
し

内
ない

の日
に

本
ほん

酒
しゅ

の蔵
くら

元
もと

5 社
しゃ

は統
とう

一
いつ

ブランドとして「白
はく

山
さん

（　　　）酒
ざけ

」を定
さだ

めた。

 ①　梅
うめ

 ②　菊
きく

 ③　桜
さくら

 ④　桃
もも

（84）「伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

芸
げい

品
ひん

産
さん

業
ぎょう

の振
しん

興
こう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」に基
もと

づく国
くに

指
し

定
てい

伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

品
ひん

は、白
はく

山
さん

市
し

内
ない

では牛
うし

首
くび

紬
つむぎ

と（　　　）である。

 ①　加
か

賀
が

縫
ぬい

 ②　美
み

川
かわ

仏
ぶつ

壇
だん

 ③　鶴
つる

来
ぎ

桐
きり

工
こう

芸
げい

 ④　吉
よし

野
の

木
もく

彫
ちょう

（85）2014（平
へい

成
せい

26）年
ねん

の工
こう

業
ぎょう

統
とう

計
けい

では、白
はく

山
さん

市
し

で出
しゅっ

荷
か

額
がく

が最
さい

多
た

だったのは（　　　）である。

 ①　繊
せん

維
い

工
こう

業
ぎょう

 ②　生
せい

産
さん

機
き

械
かい

器
き

具
ぐ

 ③　化
か

学
がく

工
こう

業
ぎょう

 ④　電
でん

気
き

機
き

械
かい

器
き

具
ぐ

（86）白
はく

山
さん

市
し

内
ない

には 17 カ所
しょ

の工
こう

業
ぎょう

団
だん

地
ち

があり、企
き

業
ぎょう

数
すう

が最
もっと

も多
おお

いのは（　　　）工
こう

業
ぎょう

団
だん

地
ち

である。

 ①　石
いし

川
かわ

 ②　松
まつ

本
もと

 ③　横
よこ

江
え

 ④　旭
あさひ

（87）美
み

川
かわ

漁
ぎょ

港
こう

では、4 月
がつ

から 10 月
がつ

まで（　　　）が開
ひら

かれ、新
しん

鮮
せん

な魚
ぎょ

介
かい

が直
ちょく

売
ばい

される。

 ①　美
み

川
かわ

ニコニコ市
いち

 ②　美
み

川
かわ

ピチピチ市
いち

 ③　美
み

川
かわ

キトキト市
いち

 ④　美
み

川
かわ

トレトレ市
いち

（88）白
はく

山
さん

市
し

の工
こう

芸
げい

品
ひん

のうち、加
か

賀
が

獅
し

子
し

頭
がしら

、太
たい

鼓
こ

、（　　　）の 3 品
ひん

目
もく

が県
けん

の希
き

少
しょう

伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

芸
げい

品
ひん

に

指
し

定
てい

されている。

 ①　吉
よし

野
の

和
わ

紙
し

 ②　尾
お

口
ぐち

檜
ひのき

細
ざい

工
く

 ③　白
しら

峰
みね

藍
あい

染
ぞめ

 ④　鶴
つる

来
ぎ

打
うち

刃
は

物
もの

（89）白
はく

山
さん

市
し

には伝
でん

統
とう

作
さく

物
もつ

である剣
けん

崎
さき

（　　　）、中
なか

奥
おく

梨
なし

瓜
うり

、上
かみ

安
やす

田
だ

いものこ、へいけかぶらの保
ほ

存
ぞん

会
かい

がある。

 ①　なんば ②　なすび ③　しょうが ④　ずいき

（90）まちの賑
にぎ

わい創
そう

出
しゅつ

へ、白
はく

山
さん

市
し

は商
しょう

店
てん

街
がい

の（　　　）、歩
ほ

道
どう

バリアフリー化
か

、ポケットパーク

整
せい

備
び

、各
かく

種
しゅ

イベント開
かい

催
さい

などを進
すす

めている。

 ①　高
こう

層
そう

化
か

 ②　アーケード化
か

 ③　無
む

電
でん

柱
ちゅう

化
か

 ④　時
じ

間
かん

延
えん

長
ちょう

（76）美
み

川
かわ

の藤
ふじ

塚
つか

神
じん

社
じゃ

の「おかえり祭
まつ

り」は、紋
もん

付
つき

袴
はかま

姿
すがた

の若
わか

者
もの

による（　　　）を先
せん

頭
とう

に神
み

輿
こし

と

蒔
まき

絵
え

装
そう

飾
しょく

の台
だい

車
ぐるま

13 台
だい

が巡
じゅん

行
こう

する。

 ①　招
しょう

集
しゅう

ラッパ ②　大
おお

太
だい

鼓
こ

 ③　鉦
かね

と拍
ひょう

子
し

木
ぎ

 ④　笙
しょう

（77）石
いし

同
どう

新
しん

町
まち

の若
わか

宮
みや

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の春
はる

祭
まつ

りで 5 月
がつ

26 日
にち

に行
おこな

われる（　　　）神
しん

事
じ

は、神
しん

饌
せん

田
でん

で赤
あか

いたすき

にすげ笠
がさ

姿
すがた

の早
さ

乙
おと

女
め

たちが苗
なえ

を手
て

植
う

えする。

 ①　お田
た

植
う

え ②　初
はつ

穂
ほ

 ③　皐
さ

月
つき

 ④　新
にい

嘗
なめ

（78）鶴
つる

来
ぎ

の金
きん

剱
けん

宮
ぐう

の秋
あき

祭
まつ

りは俗
ぞく

に（　　　）祭
まつ

りと呼
よ

ばれ、造
つく

り物
もの

が繰
く

り出
だ

しにぎわう。

 ①　かっさい ②　ほうらい ③　きんけん ④　つるぎ

（79）三
み

ツ
っ

屋
ちゃ

野
の

にある八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

の秋
あき

祭
まつ

りでは、カンヌシとミョウト（夫
ふう

婦
ふ

）がオカメ面
めん

と赤
あか

い異
い

形
ぎょう

の（　　　）をつけ集
しゅう

落
らく

を巡
めぐ

る。

 ①　天
てん

狗
ぐ

面
めん

 ②　猿
さる

面
めん

 ③　ニワカ面
めん

 ④　田
でん

楽
がく

面
めん

（80）手
て

取
どり

川
がわ

流
りゅう

域
いき

では、土
ど

蔵
ぞう

の破
は

風
ふ

の部
ぶ

分
ぶん

を将
しょう

棋
ぎ

の駒
こま

状
じょう

の漆
しっ

喰
くい

壁
かべ

で覆
おお

い、家
か

紋
もん

や文
もん

様
よう

、防
ぼう

火
か

を願
ねが

う

「水
みず

」や「（　　　）」の文
も

字
じ

、鏝
こて

絵
え

を施
ほどこ

すことが多
おお

い。

 ①　恵
え

比
び

寿
す

 ②　旭
あさひ

 ③　龍
りゅう

 ④　蛇
じゃ

【７】白山市の産業や特産物に関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る適切な語句

を選びなさい。

（81）白
はく

山
さん

市
し

内
ない

の米
こめ

の作
さく

付
づけ

面
めん

積
せき

は県
けん

内
ない

最
さい

多
た

で、銘
めい

柄
がら

は（　　　）が最
もっと

も多
おお

い。

 ①　ひゃくまん穀
ごく

 ②　ササニシキ ③　ゆめみずほ ④　コシヒカリ

（82）白
はく

山
さん

市
し

内
ない

の児
じ

童
どう

は自
し

然
ぜん

体
たい

験
けん

学
がく

習
しゅう

として、（　　　）を放
ほう

流
りゅう

している。

 ①　ウナギ ②　コイ ③　アユ ④　フナ
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（97）白
はく

山
さん

手
て

取
どり

川
がわ

ジオパークは、「水
みず

の旅
たび

・（　　　）の旅
たび

」をキーワードに、大
だい

地
ち

の成
な

り立
た

ちを

自
し

然
ぜん

と人
ひと

との関
かか

わりで楽
たの

しみながら学
まな

ぶ自
し

然
ぜん

公
こう

園
えん

である。

 ①　石
いし

 ②　土
つち

 ③　火
ひ

 ④　草
くさ

（98）2017（平
へい

成
せい

29）年
ねん

3 月
がつ

に策
さく

定
てい

された「第
だい

2 次
じ

白
はく

山
さん

市
し

総
そう

合
ごう

計
けい

画
かく

」の基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

となる将
しょう

来
らい

都
と

市
し

像
ぞう

は「（　　　）で笑
え

顔
がお

あふれる元
げん

気
き

都
と

市
し

　白
はく

山
さん

」である。

 ①　豊
ゆた

か ②　文
ぶん

化
か

的
てき

 ③　快
かい

適
てき

 ④　健
けん

康
こう

（99）白
はく

山
さん

市
し

は、（　　　）推
すい

進
しん

を目
もく

的
てき

に標
ひょう

語
ご

の頭
かしら

文
も

字
じ

が市
し

の鳥
とり

に制
せい

定
てい

された「う・ぐ・い・す」と

なる「うぐいす運
うん

動
どう

」を展
てん

開
かい

している。

 ①　生
しょう

涯
がい

スポーツ ②　ゴミの減
げん

量
りょう

 ③　挨
あい

拶
さつ

の励
れい

行
こう

 ④　住
じゅう

民
みん

融
ゆう

和
わ

（100）白
はく

山
さん

市
し

内
ない

には、新
しん

幹
かん

線
せん

の車
しゃ

両
りょう

基
き

地
ち

、車
しゃ

両
りょう

工
こう

場
じょう

として機
き

能
のう

している白
はく

山
さん

総
そう

合
ごう

車
しゃ

両
りょう

所
しょ

（宮
みや

保
ぼ

町
まち

）

をはじめ鉄
てつ

道
どう

の車
しゃ

両
りょう

整
せい

備
び

工
こう

場
じょう

が（　　　）ある。

 ①　2 カ所
しょ

 ②　3 カ所
しょ

 ③　4 カ所
しょ

 ④　5 カ所
しょ

【８】白山市の最近の話題やまちづくりに関する問題です。以下の文章を読んで、かっこ内に入る

適切な語句を選びなさい。

（91）白
はく

山
さん

開
かい

山
ざん

1300 年
ねん

を記
き

念
ねん

し、音
おん

楽
がく

ユニット「姫
ひめ

神
かみ

」主
しゅ

宰
さい

の星
ほし

吉
よし

紀
き

さんが作
さっ

曲
きょく

した白
はく

山
さん

のテーマ曲
きょく

は「（　　　）」である。

 ①　白
はく

山
さん

聖
せい

歌
か

 ②　組
くみ

曲
きょく

白
はく

山
さん

 ③　協
きょう

奏
そう

曲
きょく

白
はく

山
さん

 ④　白
はく

山
さん

霊
れい

歌
か

（92）ことし春
はる

に小
こ

上
がみ

町
まち

・宮
みや

丸
まる

町
まち

地
ち

内
ない

に開
かい

業
ぎょう

する道
みち

の駅
えき

「（　　　）白
はく

山
さん

」の外
がい

観
かん

はジオパーク

（大
だい

地
ち

の公
こう

園
えん

）をイメージしている。

 ①　めぐみ ②　まいど ③　いいとこ ④　うまい

（93）白
はく

山
さん

市
し

が 2012（平
へい

成
せい

24）年
ねん

に創
そう

設
せつ

した白
はく

山
さん

ふるさと文
ぶん

学
がく

賞
しょう

には、（　　　）賞
しょう

と子
こ

供
ども

たちが

対
たい

象
しょう

のジュニア文
ぶん

芸
げい

賞
しょう

がある。

 ①　島
しま

田
だ

清
せい

次
じ

郎
ろう

 ②　加
か

賀
が

の千
ち

代
よ

女
じょ

 ③　本
もと

谷
や

有
ゆ

希
き

子
こ

 ④　暁
あけ

烏
がらす

敏
はや

（94）白
はく

山
さん

市
し

は地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

対
たい

策
さく

の一
いっ

環
かん

として二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

排
はい

出
しゅつ

量
りょう

削
さく

減
げん

を目
もく

的
てき

に、公
こう

用
よう

車
しゃ

の電
でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

化
か

やコミュニティバス「（　　　）」の乗
じょう

客
きゃく

者
しゃ

増
ぞう

などを進
すす 

めている。

 ①　すこやか ②　まわーる ③　めぐーる ④　やすらぎ

（95）白
はく

山
さん

市
し

は世
せ

界
かい

の平
へい

和
わ

と文
ぶん

化
か

の向
こう

上
じょう

に貢
こう

献
けん

するため、親
しん

善
ぜん

友
ゆう

好
こう

都
と

市
し

として海
かい

外
がい

ではボストン、

ラウンハイム、溧
りつ

陽
よう

、コロンビア、（　　　）などと交
こう

流
りゅう

している。

 ①　ペンリス ②　バッファロー ③　グラスゴー ④　南
なん

京
きん

（96）「第
だい

2 次
じ

白
はく

山
さん

市
し

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」の基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

は「（　　　）の心
こころ

でつなぐ白
はく

山
さん

の絆
きずな

」である。

 ①　助
たす

け合
あ

い ②　気
き

くばり ③　思
おも

いやり ④　認
みと

め合
あ

い
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（５）石
いし

川
かわ

県
けん

内
ない

の絶
ぜつ

滅
めつ

の恐
おそ

れのある野
や

生
せい

生
せい

物
ぶつ

をリストアップした「いしかわレッドデータブック」

で、美
み

川
かわ

和
わ

波
なみ

町
まち

の安
やす

産
まる

川
がわ

などで生
せい

息
そく

が確
かく

認
にん

されているトミヨ（はりんこ）は（　　　）に

ランク付
づ

けされている。

 ①　野
や

生
せい

絶
ぜつ

滅
めつ

（飼
し

育
いく

下
か

でのみ存
そん

続
ぞく

している種
しゅ

）

 ②　絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅰ類
るい

（絶
ぜつ

滅
めつ

の危
き

機
き

に瀕
ひん

している種
しゅ

）

 ③　絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅱ類
るい

（絶
ぜつ

滅
めつ

の危
き

険
けん

が増
ぞう

大
だい

している種
しゅ

）

 ④　準
じゅん

絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

（「絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

」に移
い

行
こう

する可
か

能
のう

性
せい

のある種
しゅ

）

（６）山
やま

の木
き

々
ぎ

の葉
は

が落
お

ちると、木
き

の上
うえ

に鳥
とり

の巣
す

のような折
お

れ枝
えだ

の集
あつ

まりを見
み

ることがある。これ

は、ツキノワグマが木
き

の実
み

などを食
た

べるために枝
えだ

を折
お

り、尻
しり

に敷
し

いてできたもので、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に（　　　）と呼
よ

ばれる。

 ①　クマの巣
す

 ②　クマの寝
ね

床
どこ

 ③　クマ棚
だな

 ④　クマ敷
しき

（７）古
ふる

くから湯
とう

治
じ

場
ば

として知
し

られている（　　　）温
おん

泉
せん

は火
か

山
ざん

性
せい

温
おん

泉
せん

である。

 ①　白
しら

峰
みね

 ②　中
ちゅう

宮
ぐう

 ③　松
まっ

任
とう

海
かい

浜
ひん

 ④　美
み

川
かわ

（８）化
か

石
せき

が多
おお

く発
はっ

掘
くつ

される地
ち

層
そう

として知
し

られる手
て

取
とり

層
そう

群
ぐん

に含
ふく

まれる「ツメ石
いし

」は、（　　　）の化
か

石
せき

が抜
ぬ

け落
お

ちた跡
あと

がみられる石
いし

である。

 ①　二
に

枚
まい

貝
がい

 ②　動
どう

物
ぶつ

の歯
は

 ③　植
しょく

物
ぶつ

の葉
は

 ④　恐
きょう

竜
りゅう

の爪
つめ

（９）手
て

取
とり

層
そう

群
ぐん

が堆
たい

積
せき

した時
じ

代
だい

は（　　　）である。

 ①　先
せん

カンブリア時
じ

代
だい

 ②　古
こ

生
せい

代
だい

 ③　中
ちゅう

生
せい

代
だい

 ④　新
しん

生
せい

代
だい

【１】霊
れい

峰
ほう

白
はく

山
さん

や白
はく

山
さん

市
し

の自
し

然
ぜん

に関
かん

する問
もん

題
だい

です。以
い

下
か

の文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで、かっこ内
ない

に入
はい

る適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

を選
えら

びなさい。

（１）白
はく

山
さん

は活
かつ

火
か

山
ざん

であり、常
じょう

時
じ

観
かん

測
そく

がなされている。白
はく

山
さん

の火
か

山
ざん

活
かつ

動
どう

を観
かん

測
そく

している国
くに

の機
き

関
かん

は

（　　　）である。

 ①　防
ぼう

衛
えい

省
しょう

 ②　気
き

象
しょう

庁
ちょう

 ③　内
ない

閣
かく

府
ふ

 ④　消
しょう

防
ぼう

庁
ちょう

（２）古
ふる

い書
しょ

物
もつ

などに記
しる

された白
はく

山
さん

火
か

山
ざん

の噴
ふん

火
か

と考
かんが

えられる出
で

来
き

事
ごと

のうち、（　　　）が最
もっと

も新
あたら

しい。

 ①　1042（長
ちょう

久
きゅう

3）年
ねん

　 ②　1554（天
てん

文
ぶん

23）年
ねん

 

 ③　1659（万
まん

治
じ

2）年
ねん

  ④　1855（安
あん

政
せい

2）年
ねん

（３）白
はく

山
さん

の登
と

山
ざん

道
どう

のうち、現
げん

在
ざい

、（　　　）が登
と

山
ざん

者
しゃ

に最
もっと

も多
おお

く利
り

用
よう

されている。

 ①　加
か

賀
が

禅
ぜん

定
じょう

道
どう

 ②　観
かん

光
こう

新
しん

道
どう

 ③　砂
さ

防
ぼう

新
しん

道
どう

 ④　平
ひら

瀬
せ

道
どう

（４）花
はな

の名
めい

山
ざん

である白
はく

山
さん

には様
さま

々
ざま

なタイプの植
しょく

物
ぶつ

群
ぐん

落
らく

が見
み

られ、お花
はな

畑
ばたけ

と呼
よ

ばれるが、このうち

ハクサンコザクラやイワイチョウなどが群
ぐん

生
せい

するのは、（　　　）である。

 ①　雪
ゆき

が遅
おそ

くまで残
のこ

る雪
せつ

田
でん

周
しゅう

辺
へん

 ②　山
ちょう

頂
じょう

付
ふ

近
きん

の岩
いわ

場
ば

 ③　風
かぜ

当
あ

たりの強
つよ

い尾
お

根
ね

の砂
さ

礫
れき

地
ち

 ④　ブナ林
りん

の下
した

第２回 白山検定正答表

白山開山 1300年記念事業
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【２】白
はく

山
さん

市
し

の歴
れき

史
し

に関
かん

する問
もん

題
だい

です。以
い

下
か

の文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで、かっこ内
ない

に入
はい

る適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

を選
えら

びな

さい。

（16）白
しら

峰
みね

の桑
くわ

島
じま

化
か

石
せき

壁
かべ

が恐
きょう

竜
りゅう

化
か

石
せき

を多
おお

く産
さんしゅつ

出する場
ば

所
しょ

として有
ゆう

名
めい

になったのは、1982（昭
しょう

和
わ

57）

年
ねん

に福
ふく

井
い

県
けん

の女
じょ

学
がく

生
せい

が肉
にく

食
しょく

恐
きょう

竜
りゅう

の（　　　）の化
か

石
せき

を拾
ひろ

ったことがきっかけである。

 ①　歯
は

 ②　背
せ

骨
ぼね

 ③　足
あし

の指
ゆび

 ④　卵
たまご

（17）市
し

全
ぜん

体
たい

を見
み

渡
わた

すと、人
ひと

が最
さい

初
しょ

に住
す

み始
はじ

めたのは（　　　）地
ち

域
いき

で、旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

の遺
い

跡
せき

が２カ

所
しょ

発
はっ

見
けん

されている。

 ①　松
まっ

任
とう

 ②　美
み

川
かわ

 ③　白
はく

山
さん

ろく ④　鶴
つる

来
ぎ

（18）吉
よし

野
の

区
く

にある縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の吉
よし

野
の

ノミタン遺
い

跡
せき

から出
しゅつ

土
ど

した石
せき

棒
ぼう

は長
なが

さが（　　　）センチメー

トルある。

 ①　5.3 ②　26.5 ③　53.0 ④　153

（19）東
とう

大
だい

寺
じ

領
りょう

横
よこ

江
えの

荘
しょう

遺
い

跡
せき

は、正
しょう

倉
そう

院
いん

文
もん

書
じょ

に記
き

載
さい

された（　　　）が実
じつ

在
ざい

したことを証
しょう

明
めい

した。

 ①　城
じょう

郭
かく

 ②　荘
しょう

園
えん

 ③　宮
きゅう

殿
でん

 ④　別
べっ

荘
そう

（20）別
べっ

宮
く

にある鳥
とり

越
ごえ

城
じょう

跡
あと

は、支
し

城
じょう

の二
ふと

曲
げ

城
じょう

跡
あと

とともに（　　　）となっている。

 ①　重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

 ②　国
くに

指
し

定
てい

史
し

跡
せき

 ③　国
くに

指
し

定
てい

名
めい

勝
しょう

 ④　重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

的
てき

景
けい

観
かん

（21）八
や

幡
はた

町
まち

の舟
ふな

岡
おか

山
やま

城
じょう

を守
まも

った高
たか

畠
ばたけ

定
さだ

吉
よし

は、早
はや

くから前
まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

に仕
つか

えた（　　　）の一
ひ と り

人である。

 ①　荒
あら

子
こ

衆
しゅう

 ②　府
ふ

中
ちゅう

衆
しゅう

 ③　穴
あ

太
のう

衆
しゅう

 ④　尾
お

張
わり

衆
しゅう

（22）発
はっ

掘
くつ

された墨
ぼく

書
しょ

から手
て

取
どり

川
がわ

は、古
ふる

くは（　　　）時
じ

代
だい

にはすでに比
ひ

楽
らか

河
がわ

と呼
よ

ばれていたと推
すい

測
そく

される。

 ①　奈
な

良
ら

 ②　平
へい

安
あん

 ③　鎌
かま

倉
くら

 ④　室
むろ

町
まち

（10）松
まっ

任
とう

沖
おき

海
かい

底
てい

林
りん

が存
そん

在
ざい

する水
すい

深
しん

は、およそ（　　　）メートルである。

 ①　0 ～ 3 ②　5 ～ 10 ③　20 ～ 30 ④　80 ～ 100

（11）白
はく

山
さん

手
て

取
どり

川
がわ

ジオパークのキャラクターは（　　　）である。

 ①　ゆきママとしずくちゃん ②　あさがおっさん

 ③　ハクさん  ④　はくさんくん

（12）県
けん

内
ない

では、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に大
たい

量
りょう

に駆
く

除
じょ

されて以
い

来
らい

、姿
すがた

を見
み

ることがほとんどなかった（　　　）が、

近
きん

年
ねん

、白
はく

山
さん

地
ち

域
いき

でも徐
じょ

々
じょ

に目
もく

撃
げき

されるようになり、森
しん

林
りん

植
しょく

生
せい

や農
のう

林
りん

業
ぎょう

への被
ひ

害
がい

が懸
け

念
ねん

されて

いる。

 ①　ツキノワグマ ②　ニホンカモシカ ③　ニホンジカ ④　ハクビシン

（13）白
はく

山
さん

地
ち

域
いき

に生
せい

息
そく

する野
や

生
せい

哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

のうち、ツキノワグマや（　　　）などは、冬
とう

季
き

間
かん

に休
きゅう

眠
みん

す

ることが知
し

られている。

 ①　オコジョ ②　キツネ ③　リス ④　ヤマネ

（14）市
し

域
いき

の北
ほく

西
せい

部
ぶ

は（　　　）が流
なが

れる日
に

本
ほん

海
かい

に面
めん

し、海
かい

水
すい

浴
よく

ができる砂
すな

浜
はま

があり海
かい

浜
ひん

公
こう

園
えん

もつ

くられている。

 ①　対
つ

馬
しま

海
かい

流
りゅう

 ②　黒
くろしお

潮 ③　親
おやしお

潮 ④　リマン海
かいりゅう

流

（15）市
し

の沿
えん

岸
がん

に形
けい

成
せい

されている、砂
すな

でできた高
たか

まりの地
ち

形
けい

を（　　　）と呼
よ

ぶ。

 ①　砂
さ

州
す

 ②　砂
さ

嘴
し

 ③　砂
さ

丘
きゅう

 ④　砂
さ

漠
ばく
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（29）1978（昭
しょう

和
わ

53）年
ねん

１１月
がつ

２０日
か

、県
けん

などが（　　　）記
き

念
ねん

事
じ

業
ぎょう

として取
と

り組
く

んだ県
けん

内
ない

最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

の住
じゅう

宅
たく

団
だん

地
ち

千
ち

代
よ

野
の

ニュータウンが誕
たん

生
じょう

した。

 ①　県
けん

人
じん

口
こう

110 万
まん

人
にん

突
とっ

破
ぱ

 ②　白
はく

山
さん

スーパー林
りん

道
どう

開
かい

通
つう

 ③　県
けん

政
せい

100 周
しゅう

年
ねん

  ④　農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

発
ほっ

足
そく

（30）1980（昭
しょう

和
わ

55）年
ねん

に完
かん

成
せい

した手
て

取
どり

川
がわ

ダムは、総
そう

貯
ちょ

水
すい

量
りょう

２億
おく

３１００万
まん

トンで、わが国
くに

屈
くっ

指
し

の（　　　）ダムである。

 ①　アーチ ②　アース ③　バットレス ④　ロックフィル

【３】白
はく

山
さん

市
し

の文
ぶん

化
か

財
ざい

や天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

、伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

に関
かん

する問
もん

題
だい

です。以
い

下
か

の文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで、かっこ内
ない

に入
はい

る適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

を選
えら

びなさい。

（31）白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

所
しょ

蔵
ぞう

の国
こく

宝
ほう

の剣
けん

を製
せい

作
さく

した刀
かたな

鍛
か

冶
じ

は（　　　）である。

 ①　吉
よし

光
みつ

 ②　長
なが

光
みつ

 ③　行
ゆき

光
みつ

 ④　兼
かね

巻
まき

（32）白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

にある重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

「沈
ちん

金
きん

彫
ぼり

手
て

筥
ばこ

」は、文
もん

様
よう

の配
はい

置
ち

や表
ひょう

現
げん

に中
ちゅう

国
ごく

の影
えい

響
きょう

が色
いろ

濃
こ

く、

日
に

本
ほん

に沈
ちん

金
きん

彫
ぼり

の技
ぎ

法
ほう

が伝
つた

わった（　　　）時
じ

代
だい

の作
さく

品
ひん

として貴
き

重
ちょう

である。

 ①　平
へい

安
あん

 ②　鎌
かま

倉
くら

 ③　室
むろ

町
まち

 ④　江
え

戸
ど

（33）白
はく

山
さん

ろく民
みん

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

に移
い

築
ちく

された、桑
くわ

島
じま

の旧
きゅう

杉
すぎ

原
はら

家
け

住
じゅう

宅
たく

は、（　　　）指
し

定
てい

の文
ぶん

化
か

財
ざい

である。

 ①　国
くに

 ②　石
いし

川
かわ

県
けん

 ③　白
はく

山
さん

市
し

 ④　桑
くわ

島
じま

区
く

（34）石
いし

立
たて

町
まち

にある「石
いし

の木
き

塚
づか

」は、（　　　）指
し

定
てい

の史
し

跡
せき

である。

 ①　国
くに

 ②　石
いし

川
かわ

県
けん

 ③　白
はく

山
さん

市
し

 ④　石
いし

立
だて

町
まち

（23）江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

参
さん

詣
けい

の様
よう

子
す

を描
えが

いた絵
え

双
すご

六
ろく

にも描
えが

かれている「手
て

叩
たた

き清
し

水
みず

」は、北
ほく

陸
りく

鉄
てつ

道
どう

石
いし

川
かわ

線
せん

（　　　）駅
えき

のそばにある。

 ①　鶴
つる

来
ぎ

 ②　日
ひの

御
み

子
こ

 ③　小
お

柳
やなぎ

 ④　井
いの

口
くち

（24）「手
て

叩
たた

き清
し

水
みず

」が繁
はん

盛
じょう

した様
よう

子
す

を克
こく

明
めい

に記
しる

した江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の書
しょ

籍
せき

は「（　　　）」である。

 ①　白
しら

山
やま

遊
ゆう

覧
らん

図
ず

記
き

 ②　三
さん

州
しゅう

奇
き

談
だん

 ③　吉
よし

野
の

十
じっ

景
けい

遊
ゆう

覧
らん

図
ず

記
き

 ④　寝
ね

覚
ざめ

の蛍
ほたる

（25）江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の 1668（寛
かん

文
ぶん

８）年
ねん

、白
はく

山
さん

山
さん

頂
ちょう

の杣
そま

取
ど

り権
けん

（神
じん

社
じゃ

造
ぞう

営
えい

の材
ざい

木
もく

を伐
ばっ

採
さい

する権
けん

益
えき

）をめ

ぐる加
か

賀
が

と越
えち

前
ぜん

の相
そう

論
ろん

の結
けっ

果
か

、白
はく

山
さん

ろくの１８カ村
そん

は幕
ばく

府
ふ

直
ちょっ

轄
かつ

領
りょう

に編
へん

入
にゅう

され、（　　　）代
だい

官
かん

所
しょ

が管
かん

理
り

した。

 ①　美
み

濃
の

笠
かさ

松
まつ

（岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

笠
かさ

松
まつ

町
まち

） ②　越
えち

前
ぜん

本
ほん

保
ぼ

（福
ふく

井
い

県
けん

越
えち

前
ぜん

市
し

）

 ③　飛
ひ

騨
だ

高
たか

山
やま

（岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

高
たか

山
やま

市
し

） ④　白
はく

山
さん

麓
ろく

牛
うし

首
くび

（白
はく

山
さん

市
し

白
しら

峰
みね

）

（26）江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に手
て

取
どり

川
がわ

河
か

口
こう

にあった本
もと

吉
よし

湊
みなと

は北
きた

前
まえ

船
ぶね

の中
ちゅう

継
けい

地
ち

で、加
か

賀
が

藩
はん

が（　　　） 収
しゅう

納
のう

のため

に建
た

てた本
もと

吉
よし

御
お

蔵
くら

があった。

 ①　武
ぶ

器
き

 ②　渡
と

航
こう

賃
ちん

 ③　船
ふね

の部
ぶ

品
ひん

 ④　年
ねん

貢
ぐ

（27）本
もと

吉
よし

湊
みなと

を拠
きょ

点
てん

とした（　　　）は、宮
みやの

腰
こし

（今
いま

の金
かな

沢
ざわ

市
し

金
かな

石
いわ

）の銭
ぜに

屋
や

五
ご

兵
へ

衛
え

と並
なら

び称
しょう

される豪
ごう

商
しょう

であった。

 ①　木
き

屋
や

藤
とう

右
え

衛
も

門
ん

 ②　嶋
しま

崎
ざき

屋
や

徳
とく

兵
べ

衛
え

 ③　越
えっ

中
ちゅう

屋
や

喜
き

兵
へ

衛
え

 ④　紺
こん

屋
や

三
さぶ

郎
ろ

兵
べ

衛
え

（28）2016（平
へい

成
せい

28）年
ねん

に創
そう

立
りつ

１４０周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えた県
けん

立
りつ

翠
すい

星
せい

高
こう

校
こう

のルーツは県
けん

勧
かん

業
ぎょう

場
じょう

で、（　　　）

と同
おな

じ 1876（明
めい

治
じ

９）年
ねん

の創
そう

基
き

である。

 ①　北
ほっ

海
かい

道
どう

大
だい

学
がく

 ②　東
とう

京
きょう

大
だい

学
がく

 ③　金
かな

沢
ざわ

大
だい

学
がく

 ④　早
わ

稲
せ

田
だ

大
だい

学
がく
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（42）美
み

川
かわ

地
ち

区
く

で以
い

前
ぜん

は漁
ぎょ

民
みん

の祭
まつ

りである起
き

舟
しゅう

行
ぎょう

事
じ

に唄
うた

われ、今
いま

は結
けっ

婚
こん

式
しき

や家
いえ

の建
たち

前
まえ

などの祝
しゅく

賀
が

の席
せき

で唄
うた

われる、能
の

登
と

の「まだら」に類
るい

似
じ

する民
みん

謡
よう

を（　　　）という。

 ①　はいや節
ぶし

 ②　めでた ③　御
ごん

酒
しゅう

 ④　さかた

（43）東
ひがし

新
しん

町
まち

の本
ほん

誓
せい

寺
じ

が所
しょ

蔵
ぞう

する重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

「大
だい

般
はん

若
にゃ

経
きょう

巻
まき

第
だい

二
に

百
ひゃく

四
し

十
じゅう

九
く

」は、孫
まご

にあたる長
なが

屋
や

王
おう

が（　　　）追
つい

善
ぜん

のために写
しゃ

経
きょう

した。

 ①　持
じ

統
とう

天
てん

皇
のう

 ②　文
もん

武
む

天
てん

皇
のう

 ③　元
げん

明
めい

天
てん

皇
のう

 ④　元
げん

正
しょう

天
てん

皇
のう

（44）国
くに

の特
とく

別
べつ

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されている岩
いわ

間
ま

の噴
ふん

泉
せん

塔
とう

群
ぐん

で見
み

られる「石
せっ

灰
かい

華
か

」を作
つく

る温
おん

泉
せん

成
せい

分
ぶん

は（　　　）である。

 ①　メタケイ酸
さん

ナトリウム ②　硫
りゅう

酸
さん

カルシウム

 ③　塩
えん

化
か

カルシウム  ④　炭
たん

酸
さん

カルシウム

（45）手
て

取
どり

川
がわ

最
さい

上
じょう

流
りゅう

部
ぶ

に生
せい

息
そく

する白
はく

山
さん

市
し

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

のイワナは、（　　　）と呼
よ

ばれる。

 ①　白
はく

山
さん

イワナ ②　白
はく

線
せん

イワナ ③　白
はく

班
はん

イワナ ④　無
む

班
はん

イワナ

【４】白
はく

山
さん

市
し

ゆかりの人
じん

物
ぶつ

に関
かん

する問
もん

題
だい

です。以
い

下
か

の文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで、かっこ内
ない

に入
はい

る適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

を

選
えら

びなさい。

（46）蓮
れんにょ

如の末
まっ

子
し

である実
じつ

従
じゅう

の（　　　）「私
し

心
しん

記
き

」に「山
やまの

内
うち

ススキ右
う

京
きょう

進
のしん

」と記
しる

されていたこと

から、一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

のリーダー鈴
すず

木
き

出
で

羽
わの

守
かみ

が白
はく

山
さん

ろく出
しゅっ

身
しん

であることが明
あき

らかになった。

 ①　歌
か

集
しゅう

 ②　日
にっ

記
き

 ③　紀
き

行
こう

文
ぶん

 ④　小
しょう

説
せつ

（47）（　　　）小
しょう

学
がっ

校
こう

は、一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

の旗
はた

本
もと

鏑
かぶら

木
き

頼
らい

信
しん

にちなんだ名
めい

称
しょう

である。

 ①　松
まっ

任
とう

 ②　蕪
ぶ

城
じょう

 ③　北
ほく

陽
よう

 ④　旭
あさひ

（35）東
ひがし

三
さん

番
ばん

町
ちょう

の県
けん

指
し

定
てい

文
ぶん

化
か

財
ざい

「銅
どう

造
ぞう

地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

像
ぞう

附
つけたり

台
だい

座
ざ

、光
こう

背
はい

」は（　　　）時
じ

代
だい

に作
つく

られ

た白
はく

山
さん

下
げ

山
ざん

仏
ぶつ

である。

 ①　明
めい

治
じ

 ②　江
え

戸
ど

 ③　南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

 ④　平
へい

安
あん

（36）旧
きゅう

尾
お

口
ぐち

村
むら

深
ふか

瀬
ぜ

と東
ひがし

二
ふた

口
くち

の「でくまわし」に共
きょう

通
つう

する、藤
ふじ

原
わら

鎌
かま

足
たり

の玉
たま

取
とり

伝
でん

説
せつ

に由
ゆ

来
らい

する演
えん

目
もく

は

（　　　）である。

 ①　仮
か

名
な

手
で

本
ほん

忠
ちゅう

臣
しん

蔵
ぐら

 ②　大
たい

職
しょっ

冠
かん

 ③　源
げん

氏
じ

烏
え

帽
ぼ

子
し

折
おり

 ④　大
おお

江
え

山
やま

酒
しゅ

呑
てん

童
どう

子
じ

（37）江
え ど じ だ い

戸時代の武
ぶ

士
し

で画
が じ ん

人の矢
や

田
だ

四
し

如
じょ

軒
けん

による紀
き

行
こう

画
が

文
ぶん

「吉
よし

野
の

十
じっ

景
けい

」のうち、雲
うん

龍
りゅう

山
ざん

、黄
こう

門
もん

峡
きょう

、

仙
せん

雲
うん

峰
ぽう

、（　　　）は市
し

指
し

定
てい

の名
めい

勝
しょう

である。

 ①　鉢
ほい

峰
ほう

山
ざん

 ②　高
たか

倉
くら

山
やま

 ③　虎
こ

狼
ろう

山
ざん

 ④　笠
かさ

山
やま

（38）1934（昭
しょう

和
わ

９）年
ねん

の手
て

取
どり

川
がわ

大
だい

水
すい

害
がい

で発
はっ

生
せい

した土
ど

石
せき

流
りゅう

により押
お

し出
だ

された、「百
ひゃく

万
まん

貫
がん

の岩
いわ

」は

（　　　）指
し

定
てい

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

である。

 ①　国
くに

 ②　石
いし

川
かわ

県
けん

 ③　白
はく

山
さん

市
し

 ④　白
しら

峰
みね

区
く

（39）国
くに

指
し

定
てい

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

の御
お

仏
ぼ

供
け

スギは、鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

に中
ちゅう

国
ごく

（元
げん

）から帰
き

国
こく

し祇
ぎ

陀
だ

寺
じ

を開
ひら

いた曹
そう

洞
とう

宗
しゅう

の（　　　）禅
ぜん

師
じ

が肥
ひ

後
ごの

国
くに

に帰
かえ

る時
とき

に記
き

念
ねん

樹
じゅ

として、スギを逆
さか

さに植
う

えたと伝
つた

わる。

　

 ①　明
めい

峰
ほう

 ②　正
せい

宗
しゅう

 ③　大
だい

智
ち

 ④　実
じつ

如
にょ

（40）河
かわ

内
ち

町
まち

の 標
ひょう

高
こう

約
やく

８００メートルの尾
お

根
ね

鞍
あん

部
ぶ

に並
なら

ぶ市
し

文
ぶん

化
か

財
ざい

（史
し

跡
せき

）の大
おお

岩
いわ

は、宿
しゅく

の岩
いわ

といわ

れ、４つの岩
いわ

には中
ちゅう

世
せい

期
き

らしい刻
こく

字
じ

があり、（　　　）修
しゅ

験
げん

の残
ざん

存
ぞん

遺
い

構
こう

と見
み

られる。

 ①　弘
こう

法
ぼう

 ②　不
ふ

動
どう

 ③　白
はく

山
さん

 ④　熊
くま

野
の

（41）白
しら

峰
みね

地
ち

区
く

で毎
まい

年
とし

７月
がつ

１７日
にち

の白
はく

山
さん

開
かい

山
ざん

祭
さい

に踊
おど

られるかんこ踊
おど

りは、元
もと

は旧
きゅう

（　　　）にあっ

た白
はく

山
さん

温
おん

泉
せん

で踊
おど

られていたもので、昭
しょう

和
わ

に入
はい

ってから白
しら

峰
みね

本
ほん

村
むら

で踊
おど

られるようになった。

 ①　尾
お

口
ぐち

村
むら

 ②　河
かわ

内
ち

村
むら

 ③　鳥
とり

越
ごえ

村
むら

 ④　吉
よし

野
の

谷
だに

村
むら

②を「河内地区（こうちちく）」とすべきところを「河内村（かわちむら）」 

としたため正解がありません。 
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（55）加
か

賀
が

の三
さん

太
た

郎
ろう

の一
ひと

人
り

で仏
ぶっ

教
きょう

哲
てつ

学
がく

者
しゃ

の鈴
すず

木
き

大
だい

拙
せつ

は、若
わか

いころに美
み

川
かわ

小
しょう

学
がっ

校
こう

で（　　　）の代
だい

用
よう

教
きょう

員
いん

を務
つと

めた。

 ①　英
えい

語
ご

 ②　国
こく

語
ご

 ③　社
しゃ

会
かい

 ④　道
どう

徳
とく

（56）1872（明
めい

治
じ

５）年
ねん

、教
きょう

部
ぶ

省
しょう

　に出
しゅっ

仕
し

し、東
ひがし

本
ほん

願
がん

寺
じ

２２代
だい

法
ほっ

主
す

大
おお

谷
たに

光
こう

瑩
えい

（現
げん

如
にょ

）に随
ずい

行
こう

してヨー

ロッパやインドの宗
しゅう

教
きょう

事
じ

情
じょう

を視
し

察
さつ

し「白
はっ

華
か

航
こう

海
かい

録
ろく

」を著
あらわ

した松
まつ

本
もと

白
はっ

華
か

が住
じゅう

した寺
てら

は（　　　）

である。

 ①　聖
しょう

興
こう

寺
じ

 ②　願
がん

念
ねん

寺
じ

 ③　真
しん

教
きょう

寺
じ

 ④　本
ほん

誓
せい

寺
じ

（57）湊
みなと

町
まち

に生
う

まれた実
じつ

業
ぎょう

家
か

熊
くま

田
だ

源
げん

太
た

郎
ろう

が開
かい

設
せつ

した私
し

設
せつ

図
と

書
しょ

館
かん

「呉
くれ

竹
たけ

文
ぶん

庫
こ

」には約
やく

（　　　）冊
さつ

の

書
しょ

籍
せき

が収
しゅう

蔵
ぞう

されている。

 ①　5,000 ②　10,000 ③　20,000 ④　50,000

（58）大
たい

正
しょう

時
じ

代
だい

の作
さっ

家
か

島
しま

田
だ

清
せい

次
じ

郎
ろう

は、２０歳
さい

のときに出
しゅっ

版
ぱん

された「（　　　）」が空
くう

前
ぜん

のベストセ

ラーとなり、名
めい

声
せい

を得
え

たが、３１歳
さい

の若
わか

さで亡
な

くなった。

 ①　仮
か

装
そう

人
じん

物
ぶつ

 ②　あすなろ物
もの

語
がたり

 ③　地
ち

上
じょう

 ④　美
うつく

しい星
ほし

（59）（　　　）は、真
しん

宗
しゅう

思
し

想
そう

の普
ふ

及
きゅう

に努
つと

め「加
か

賀
が

の三
さん

羽
ば

烏
がらす

」と呼
よ

ばれたうちの一
ひと

人
り

である。

 ①　西
にし

田
だ

幾
き

多
た

郎
ろう

 ②　暁
あけ

烏
がらす

敏
はや

 ③　藤
ふじ

岡
おか

作
さく

太
た

郎
ろう

 ④　清
きよ

沢
さわ

満
まん

之
し

（60）北
ほく

陸
りく

初
はつ

の日
に

本
ほん

刀
とう

の人
にん

間
げん

国
こく

宝
ほう

・隅
すみ

谷
たに

正
まさ

峯
みね

は、鎌
かま

倉
くら

中
ちゅう

期
き

の刀
とう

匠
しょう

備
び

前
ぜん

長
おさ

船
ふね

の作
さく

風
ふう

研
けん

究
きゅう

を重
かさ

ね（　　　）

と呼
よ

ばれる華
か

麗
れい

な刃
は

紋
もん

を生
う

み出
だ

した。

 ①　隅
すみ

谷
たに

大
おお

湾
のたれ

 ②　隅
すみ

谷
たに

湾
のたれ

 ③　隅
すみ

谷
たに

互
ぐの

目
め

 ④　隅
すみ

谷
たに

丁
ちょう

子
じ

（48）1581（天
てん

正
しょう

９）年
ねん

、落
らく

城
じょう

した鳥
とり

越
ごえ

（二
ふと

曲
げ

）城
じょう

を奪
だっ

還
かん

するために、金
かな

沢
ざわ

城
じょう

にいた（　　　）が

駆
か

けつけて高
こう

名
みょう

をあげた。

 ①　柴
しば

田
た

勝
かつ

家
いえ

 ②　上
うえ

杉
すぎ

景
かげ

勝
かつ

　 ③　七
しち

里
り

三
み

河
かわの

守
かみ

 ④　佐
さ

久
く

間
ま

盛
もり

政
まさ

（49）松
まっ

任
とう

城
じょう

主
しゅ

でもあった前
まえ

田
だ

利
とし

長
なが

の夫
ふ

人
じん

は（　　　）の娘
むすめ

である。

 ①　織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

 ②　豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

 ③　徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

 ④　柴
しば

田
た

勝
かつ

家
いえ

（50）江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

に活
かつ

躍
やく

した鶴
つる

来
ぎ

出
しゅっ

身
しん

の儒
じゅ

学
がく

者
しゃ

金
かね

子
こ

鶴
かく

村
そん

は、加
か

賀
が

藩
はん

の重
じゅう

臣
しん

（　　　）に仕
つか

えた。

 ①　本
ほん

多
だ

家
け

 ②　横
よこ

山
やま

家
け

 ③　長
ちょう

家
け

 ④　今
いま

枝
えだ

家
け

（51）白
はく

山
さん

山
さん

頂
ちょう

と白
はく

山
さん

ろくの石
いし

川
かわ

県
けん

帰
き

属
ぞく

に貢
こう

献
けん

した歴
れき

史
し

家
か

森
もり

田
た

柿
し

園
えん

は、白
はく

山
さん

の調
ちょう

査
さ

に訪
おとず

れたドイツ

人
じん

地
ち

質
しつ

学
がく

者
しゃ

（　　　）一
いっ

行
こう

と市
いち

ノ
の

瀬
せ

温
おん

泉
せん

で同
どう

宿
しゅく

となり、交
こう

流
りゅう

したエピソードがある。

 ①　ガイラー博
はか

士
せ

 ②　モース博
はか

士
せ

 ③　ライン博
はか

士
せ

 ④　ローエル博
はか

士
せ

（52）七
しち

ケ
か

用
よう

水
すい

の開
かい

削
さく

に尽
じん

力
りょく

した枝
えだ

権
ごん

兵
べ

衛
え

の立
りつ

像
ぞう

は市
し

内
ない

の明
めい

光
こう

小
しょう

学
がっ

校
こう

と（　　　）小
しょう

学
がっ

校
こう

に建
た

てら

れている。

 ①　広
こう

陽
よう

 ②　朝
あさ

日
ひ

 ③　石
いし

川
かわ

 ④　松
しょう

南
なん

（53）わが国
くに

の地
ち

質
しつ

学
がく

の黎
れい

明
めい

期
き

である 1880（明
めい

治
じ

13）年
ねん

に出
しゅっ

版
ぱん

された手
て

取
どり

川
がわ

流
りゅう

域
いき

の地
ち

質
しつ

調
ちょう

査
さ

報
ほう

告
こく

書
しょ

である「石
いし

川
かわ

県
けん

加
か

賀
が

国
こく

手
て

取
どり

川
がわ

近
きん

傍
ぼう

地
ち

質
しつ

概
がい

測
そく

」を著
あらわ

した研
けん

究
きゅう

者
しゃ

は（　　　）である。

 ①　ライン博
はか

士
せ

 ②　ガイラー博
はか

士
せ

 ③　横
よこ

山
やま

又
また

次
じ

郎
ろう

 ④　小
こ

藤
とう

文
ぶん

次
じ

郎
ろう

（54）1919（大
たい

正
しょう

８）年
ねん

、福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

の娘
むすめ

婿
むこ

で電
でん

気
き

王
おう

の異
い

名
みょう

を持
も

つ福
ふく

沢
ざわ

桃
もも

介
すけ

らが（　　　）発
はつ

電
でん

所
しょ

の

建
けん

設
せつ

に着
ちゃく

手
しゅ

した。

 ①　福
ふく

岡
おか

第
だい

一
いち

 ②　市
いち

原
はら

 ③　吉
よし

野
の

第
だい

一
いち

 ④　吉
よし

野
の

谷
だに
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（67）嫁
よめ

入
い

りの道
どう

具
ぐ

運
はこ

びに、かつては（　　　）製
せい

の鶴
つる

亀
かめ

を荷
に

台
だい

に載
の

せ、鶴
つる

の内
ない

部
ぶ

に米
こめ

を、亀
かめ

の内
ない

部
ぶ

に赤
せき

飯
はん

を詰
つ

めて運
はこ

んだ。鶴
つる

亀
かめ

は米
こめ

俵
だわら

に載
の

せていく場
ば

合
あい

もある。

 ①　布
ぬの

 ②　茅
かや

 ③　藁
わら

 ④　木
もく

（68）婚
こん

礼
れい

儀
ぎ

式
しき

の（　　　）は、花
はな

嫁
よめ

が婚
こん

家
か

の玄
げん

関
かん

で両
りょう

家
け

の水
みず

をカワラケ（素
す

焼
や

きの杯
さかずき

）で飲
の

み干
ほ

し、

それを介
かい

添
ぞえ

人
にん

が地
じ

面
めん

に打
う

ちつけて割
わ

る。

 ①　おちつきの水
みず

 ②　合
あ

わせ水
みず

 ③　よめどりの水
みず

 ④　ゆかりの水
みず

（69）かつて迷
まい

子
ご

は天
てん

狗
ぐ

の仕
し

業
わざ

と信
しん

じられ、天
てん

狗
ぐ

が嫌
きら

うとされる（　　　）の名
な

前
まえ

を叫
さけ

ぶまじない

があった。

 ①　鰯
いわし

 ②　河
ふ

豚
ぐ

 ③　蛸
たこ

 ④　鯖
さば

（70）かつて加
か

賀
が

平
へい

野
や

の菖
しょう

蒲
ぶ

湯
ゆ

といえば、ショウブと（　　　）を採
と

り、束
たば

ねて湯
ゆ

舟
ぶね

に入
い

れたもの

である。

 ①　葱
ねぎ

 ②　蓬
よもぎ

 ③　桜
さくら

 ④　蓮
れん

華
げ

（71）かつて、炭
すみ

焼
や

きや林
りん

業
ぎょう

などの山
やま

仕
し

事
ごと

に従
じゅう

事
じ

する人
ひと

々
びと

は３月
がつ

と１２月
がつ

に山
やま

祭
まつ

りを行
おこな

い、特
とく

に

１２月
がつ

の（　　　）は盛
せい

大
だい

だった。

 ①　山
やま

仕
じ

舞
ま

い ②　山
やま

の暮
く

れ ③　山
やま

晦
みそ

日
か

 ④　山
やま

づめ

（72）雪
ゆき

の積
つ

もった田
た

んぼなどの表
ひょう

面
めん

が凍
こお

り付
つ

き、沈
しず

まずに歩
ある

くことを（　　　）と言
い

う。

 ①　おもて歩
ある

き ②　がっぱ歩
ある

き ③　高
たか

歩
ある

き ④　そら歩
ある

き

（73）深
ふか

瀬
ぜ

新
しん

町
まち

では、今
いま

も（　　　）の木
き

を薄
うす

く削
けず

ったヒンナを編
あ

み、田
た

んぼや山
やま

仕
し

事
ごと

に欠
か

かせな

い笠
かさ

を作
つく

っている。

 ①　檜
ひのき

 ②　松
まつ

 ③　杉
すぎ

 ④　欅
けやき

【５】白
はく

山
さん

市
し

の暮
く

らしや方
ほう

言
げん

に関
かん

する問
もん

題
だい

です。以
い

下
か

の文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで、かっこ内
ない

に入
はい

る適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

を選
えら

びなさい。

（61）かつては嫁
よめ

の里
さと

帰
がえ

りをチョウハ（ワ）イと言
い

い、婚
こん

家
か

に戻
もど

るときの土
み や げ

産にはたいがい（　　　）

を持
じ

参
さん

した。

 ①　氷
ひ

室
むろ

饅
まん

頭
じゅう

 ②　かきもち ③　ささげもち ④　羊
よう

羹
かん

（62）早
そう

春
しゅん

に緑
みどり

鮮
あざ

やかな（　　　）などを塩
しお

漬
づ

けしたものに、ニシンや薄
うす

揚
あ

げ、鶏
けい

肉
にく

などを合
あ

わせ

て煮
に

るおくもじは、白
はく

山
さん

市
し

伝
でん

統
とう

の家
か

庭
てい

料
りょう

理
り

である。

 ①　からし菜
な

 ②　ハクサイ ③　小
こ

松
まつ

菜
な

 ④　野
の

沢
ざわ

菜
な

（63）親
しん

鸞
らん

聖
しょう

人
にん

や先
せん

祖
ぞ

の遺
い

徳
とく

をしのんで行
おこな

う内
うち

報
ぼ

恩
ん

講
こ

のご馳
ち

走
そう

は、餅
もち

やみいでら、椎
しい

茸
たけ

、芋
いも

の子
こ

の

煮
に

つけ、大
だい

根
こん

なますなどの他
ほか

に（　　　）が加
くわ

わる。

 ①　けんちん汁
じる

 ②　豆
とう

腐
ふ

の小
あ ず き

豆汁
じる

 ③　生
なま

麩
ふ

の吸
す

い物
もの

 ④　なめこ汁
じる

（64）白
しら

峰
みね

地
ち

区
く

には以
い

前
ぜん

、出
で

作
づく

り小
ご

屋
や

が数
かず

多
おお

くあり、周
しゅう

辺
へん

の（　　　）と呼
よ

ばれる畑
はた

作
さく

地
ち

ではヒエ、

アワ、大
だい

豆
ず

、小
あ ず き

豆、ソバなどの焼
や

き畑
はた

耕
こう

作
さく

が行
おこな

われてきた。

 ①　荒
あれ

地
ち

 ②　棚
たな

田
だ

 ③　牧
まき

畑
はた

 ④　薙
なぎ

畑
はた

（65）産
う

み月
づき

のはじめの日
ひ

に安
あん

産
ざん

を祈
いの

って（　　　）が嫁
よめ

の実
じ っ か

家から贈
おく

られ、近
きん

所
じょ

や親
しん

せきに配
くば

ら

れる。

 ①　ころころだんご（餅
もち

） ②　ぼたもち

 ③　赤
せき

飯
はん

  ④　あんころもち

（66）白
はく

山
さん

市
し

などでは男
だん

児
じ

が生
う

まれると、正
しょう

月
がつ

に（　　　）を、女
じょ

児
じ

ならば、まゆだまを飾
かざ

る風
ふう

習
しゅう

があった。

 ①　鏡
かがみ

餅
もち

 ②　べんだい ③　軍
ぐん

配
ばい

餅
もち

＝きねまき ④　榊
さかき
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（81）名
めい

水
すい

百
ひゃく

選
せん

に指
し

定
てい

されている釡
かま

清
し

水
みず

町
まち

の弘
こう

法
ぼう

池
いけ

は、全
ぜん

国
こく

的
てき

にも珍
めずら

しい甌
おう

穴
けつ

の湧
ゆう

水
すい

で、甌
おう

穴
けつ

は近
ちか

くの（　　　）橋
はし

下
した

でも見
み

られる。

 ①　雲
うん

龍
りゅう

 ②　どんど ③　不
ふ

老
ろう

 ④　佐
さ

良
ら

（82）水
すい

害
がい

の被
ひ

害
がい

を軽
けい

減
げん

するため微
び

高
こう

地
ち

に作
つく

られた手
て

取
どり

川
がわ

扇
せん

状
じょう

地
ち

の集
しゅう

落
らく

を（　　　）と呼
よ

ぶ。

 ①　条
じょう

里
り

集
しゅう

落
らく

 ②　島
しま

集
しゅう

落
らく

 ③　環
かん

濠
ごう

集
しゅう

落
らく

 ④　散
さん

居
きょ

集
しゅう

落
らく

（83）宮
みや

保
ぼ

町
まち

の白
はく

山
さん

総
そう

合
ごう

車
しゃ

両
りょう

所
しょ

は、全
ぜん

国
こく

で（　　　）に開
かい

所
しょ

した新
しん

幹
かん

線
せん

総
そう

合
ごう

車
しゃ

両
りょう

基
き

地
ち

である。

 ①　最
さい

初
しょ

 ②　２番
ばん

目
め

 ③　３番
ばん

目
め

 ④　４番
ばん

目
め

（84）手
て

取
どり

川
がわ

左
さ

岸
がん

にある河
か

岸
がん

段
だん

丘
きゅう

は耕
こう

地
ち

と川
かわ

底
ぞこ

との高
こう

低
てい

差
さ

が大
おお

きく、水
すい

利
り

が困
こん

難
なん

であったが、1905

（明
めい

治
じ

38）年
ねん

、ようやく（　　　）用
よう

水
すい

が竣
しゅん

工
こう

した。

 ①　吉
よし

原
はら

 ②　吉
よし

野
の

 ③　河
かわ

野
の

 ④　河
かわ

内
ち

　

（85）代
だい

表
ひょう

的
てき

な穀
こく

倉
そう

地
ち

帯
たい

である手
て

取
どり

川
がわ

扇
せん

状
じょう

地
ち

を潤
うるお

す七
しち

ケ
か

用
よう

水
すい

のほぼ中
ちゅう

央
おう

を流
なが

れるのが（　　　）

用
よう

水
すい

である。

 ①　郷
ごう

 ②　山
やま

島
じま

 ③　新
しん

砂
すな

川
がわ

 ④　中
なか

島
じま

【７】白
はく

山
さん

市
し

の行
ぎょう

政
せい

や産
さん

業
ぎょう

、特
とく

産
さん

物
ぶつ

などに関
かん

する問
もん

題
だい

です。以
い

下
か

の文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで、かっこ内
ない

に入
はい

る

適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

を選
えら

びなさい。

（86）市
し

内
ない

産
さん

の野
や

菜
さい

類
るい

のうち、収
しゅう

穫
かく

量
りょう

・共
きょう

販
はん

額
がく

（平
へい

成
せい

２８年
ねん

度
ど

）が最
もっと

も多
おお

いのは、（　　　）である。

 ①　ダイコン ②　ブロッコリー ③　トマト ④　キュウリ

（87）市
し

の魚
ぎょ

種
しゅ

別
べつ

漁
ぎょ

獲
かく

量
りょう

の平
へい

成
せい

２７年
ねん

統
とう

計
けい

で、最
もっと

も多
おお

いのが（　　　）類
るい

である。

 ①　あじ ･ ぶり ②　かれい・ひらめ ③　さわら ④　たい

（74）かつては真
しん

宗
しゅう

王
おう

国
こく

らしく、集
しゅう

落
らく

ごとに「若
わか

い衆
しゅ

報
ぼ

恩
ん

講
こ

」と呼
よ

ぶ青
せい

年
ねん

団
だん

の報
ほう

恩
おん

講
こう

行
ぎょう

事
じ

が行
おこな

われ、

読
ど

経
きょう

や説
せっ

教
きょう

の後
あと

に（　　　）という法
ほう

話
わ

をめぐるディスカッションが行
おこな

われた。

 ①　ご示
じ

談
だん

 ②　おちょうもん ③　なおらい ④　だんばらい

（75）かつて成
せい

人
じん

直
ちょく

前
ぜん

の若
わか

者
もの

たちが、夏
なつ

に白
はく

山
さん

に登
のぼ

る（　　　）と称
しょう

する慣
かん

行
こう

があった。

 ①　ご来
らい

光
こう

拝
おが

み ②　山
やま

行
ゆ

き ③　白
しら

山
やま

参
まい

り ④　白
はく

山
さん

踏
とう

破
は

【６】白
はく

山
さん

市
し

の建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

、寺
じ

社
しゃ

、地
ち

理
り

に関
かん

する問
もん

題
だい

です。以
い

下
か

の文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで、かっこ内
ない

に入
はい

る適
てき

切
せつ

な語
ご

句
く

を選
えら

びなさい。

（76）松
まっ

任
とう

・美
み

川
かわ

・鶴
つる

来
ぎ

地
ち

区
く

の伝
でん

統
とう

的
てき

な町
まち

家
や

には、囲
い

炉
ろ

裏
り

の上
うえ

を吹
ふ

き抜
ぬ

けにした（　　　）と呼
よ

ぶ

茶
ちゃ

の間
ま

を備
そな

えた造
つく

りが目
め

立
だ

つ。

 ①　おえ ②　にわ ③　つぼ ④　おく

（77）鶴
つる

来
ぎ

日
ひ

詰
づめ

町
ちょう

にある金
きん

劔
けん

宮
ぐう

の秋
しゅう

季
き

大
たい

祭
さい

は「ほうらい祭
まつ

り」と呼
よ

び、神
み

輿
こし

の巡
じゅん

幸
こう

と獅
し

子
し

舞
まい

のほか

に、戦
せん

国
ごく

期
き

の武
ぶ

将
しょう

などの（　　　）が出
で

るので有
ゆう

名
めい

である。

 ①　大
おお

行
あん

灯
どん

 ②　造
つく

り物
もの

 ③　仮
か

装
そう

行
ぎょう

列
れつ

 ④　キリコ灯
とう

篭
ろう

（78）石
いし

同
どう

新
しん

町
まち

にある若
わか

宮
みや

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

で毎
まい

年
とし

５月
がつ

２６日
にち

に行
おこな

われている御
お

田
た

植
うえ

神
しん

事
じ

は（　　　）時
じ

代
だい

に

創
そう

始
し

された。

 ①　藩
はん

政
せい

 ②　明
めい

治
じ

 ③　大
たい

正
しょう

 ④　昭
しょう

和
わ

（79）加
か

賀
が

の千
ち

代
よ

女
じょ

の辞
じ

世
せい

の句
く

が刻
きざ

まれた千
ち

代
よ

尼
に

塚
づか

は（　　　）の境
けい

内
だい

にある。

 ①　聖
しょう

興
こう

寺
じ

 ②　願
がん

念
ねん

寺
じ

 ③　真
しん

教
きょう

寺
じ

 ④　本
ほん

誓
せい

寺
じ

（80）白
はく

山
さん

白
しら

川
かわ

郷
ごう

ホワイトロード沿
ぞ

いの川
かわ

に落
お

ちる（　　　）滝
だき

は、蛇
じゃ

谷
だに

八
はっ

景
けい

の一
ひと

つで、1990（平
へい

成
せい

２）

年
ねん

に日
に

本
ほん

の滝
たき

百
ひゃく

選
せん

に選
せん

定
てい

された。

 ①　垂
たる

水
み

 ②　姥
うば

ケ
が

 ③　しりたか ④　かもしか
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（94）昨
さく

年
ねん

、三
み

浦
うら

町
まち

・幸
こう

明
みょう

町
まち

で新
あたら

しい町
ちょう

名
めい

（　　　）１～３丁
ちょう

目
め

が誕
たん

生
じょう

した。

 ①　卯
う

の花
はな

 ②　菜
な

の花
はな

 ③　陽
ひ

羽
ば

里
り

 ④　うぐいす

（95）第
だい

２次
じ

白
はく

山
さん

市
し

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

の基
き

本
ほん

目
もく

標
ひょう

は、「人
ひと

と人
ひと

とのつながり、一
ひと

人
り

ひとりが（　　　）の

地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

、誰
だれ

でも安
あん

心
しん

して暮
く

らせる仕
し

組
く

みを充
じゅう

実
じつ

させよう」である。

 ①　自
じ

立
りつ

 ②　協
きょう

力
りょく

 ③　努
ど

力
りょく

 ④　主
しゅ

役
やく

（96）三
み

浦
うら

町
まち

にある白
はく

山
さん

野
の

々
の

市
いち

広
こう

域
いき

消
しょう

防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

１階
かい

には（　　　） 消
しょう

防
ぼう

署
しょ

が設
せっ

置
ち

されている。

 ①　白
はく

山
さん

 ②　松
まっ

任
とう

 ③　美
み

川
かわ

 ④　鶴
つる

来
ぎ

（97）山
やま

田
だ

白
はく

山
さん

市
し

長
ちょう

は、「対
たい

話
わ

と参
さん

加
か

」を基
き

調
ちょう

に、市
し

民
みん

の意
い

見
けん

や提
てい

言
げん

を聴
き

き、意
い

見
けん

交
こう

換
かん

を行
おこな

う「（　　　）

づくり会
かい

議
ぎ

」を開
ひら

いている。

 ①　地
ち

域
いき

 ②　まち ③　環
かん

境
きょう

 ④　郷
きょう

土
ど

（98）市
し

は昨
さく

年
ねん

、国
こく

連
れん

が定
さだ

める「持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

（Ｓ
エス

Ｄ
ディー

Ｇ
ジー

ｓ
ズ

）」の達
たっ

成
せい

に向
む

け優
すぐ

れた取
と

り組
く

み

を提
てい

案
あん

し「Ｓ
エス

Ｄ
ディー

Ｇ
ジー

ｓ
ズ

（　　　）都
と

市
し

」に選
せん

定
てい

された。

 ①　田
でん

園
えん

 ②　山
さん

岳
がく

 ③　商
しょう

業
ぎょう

 ④　未
み

来
らい

（99）「旅
たび

するチョウ」（　　　）の愛
あい

好
こう

者
しゃ

団
だん

体
たい

が白
はく

山
さん

ろくで放
はな

したうちの２匹
ひき

が海
うみ

を渡
わた

り、

２０００キロメートル以
い

上
じょう

離
はな

れた台
たい

湾
わん

の澎
ほう

湖
こ

島
とう

で相
あい

次
つ

いで見
み

つかり話
わ

題
だい

になった。

 ①　アサギマダラ ②　ベニシジミ ③　ナミアゲハ ④　コムラサキ

（100）蕪
ぶ

城
じょう

地
ち

区
く

の変
へん

則
そく

五
ご

差
さ

路
ろ

改
かい

良
りょう

で、市
し

は 2019 年
ねん

度
ど

に信
しん

号
ごう

が不
ふ

要
よう

な（　　　）交
こう

差
さ

点
てん

の整
せい

備
び

に着
ちゃく

手
しゅ

し 2022 年
ねん

度
ど

の完
かん

成
せい

を目
め

指
ざ

す。

 ①　食
く

い違
ちが

い ②　立
りっ

体
たい

型
がた

 ③　スクランブル ④　環
かん

状
じょう

（88）市
し

内
ない

の工
こう

業
ぎょう

団
だん

地
ち

は１７団
だん

地
ち

に約
やく

３５０の企
き

業
ぎょう

が立
りっ

地
ち

しており、先
せん

端
たん

産
さん

業
ぎょう

や大
だい

学
がく

の研
けん

究
きゅう

施
し

設
せつ

を特
とく

色
しょく

にしているのは（　　　）である。

 ①　松
まっ

任
とう

フロンティアパーク ②　横
よこ

江
え

工
こう

業
ぎょう

団
だん

地
ち

 ③　美
み

川
かわ

インターパーク ④　石
いし

川
かわ

ソフトリサーチパーク

（89）市
し

内
ない

の産
さん

業
ぎょう

別
べつ

年
ねん

間
かん

商
しょう

品
ひん

販
はん

売
ばい

額
がく

は平
へい

成
せい

２６年
ねん

の統
とう

計
けい

では、卸
おろし

売
うり

業
ぎょう

と小
こ

売
うり

業
ぎょう

に大
たい

別
べつ

して、小
こ

売
うり

業
ぎょう

の１位
い

が（　　　）である。

 ①　自
じ

動
どう

車
しゃ

・自
じ

転
てん

車
しゃ

  ②　織
おり

物
もの

・衣
い

類
るい

・身
み

の回
まわ

り品
ひん

 ③　飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

  ④　家
か

具
ぐ

・建
たて

具
ぐ

・じゅう器
き

（90）市
し

内
ない

にある道
みち

の駅
えき

は、平
へい

成
せい

３０年
ねん

４月
がつ

に開
かい

館
かん

した「めぐみ白
はく

山
さん

」と合
がっ

併
ぺい

前
まえ

からの「一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

の里
さと

」「（　　　）」である。

 ①　瀬
せ

女
な

 ②　よらんかいね ③　まいどさん ④　つるぎ

（91）2017（平
へい

成
せい

29）年
ねん

度
ど

施
し

行
こう

の第
だい

２次
じ

白
はく

山
さん

市
し

総
そう

合
ごう

計
けい

画
かく

で、まちづくりの目
もく

標
ひょう

の第
だい

１として「誰
だれ

も

が健
けん

康
こう

で（　　　）と暮
く

らし続
つづ

けるまちづくり」を掲
かか

げている。

 ①　うきうき ②　すっきり ③　にっこり ④　いきいき

（92）第
だい

３次
じ

白
はく

山
さん

市
し

環
かん

境
きょう

基
き

本
ほん

計
けい

画
かく

では、住
す

みよい白
はく

山
さん

市
し

のために今
いま

できることとして「本
ほん

市
し

の

（　　　）な自
し

然
ぜん

を育
そだ

てよう」など６つの基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん

を掲
かか

げている。

 ①　豊
ゆた

か ②　きれい ③　清
きよ

らか ④　すてき

（93）市
し

内
ない

の小
しょう

学
がっ

校
こう

１９校
こう

のうち、平
へい

成
せい

の大
だい

合
がっ

併
ぺい

後
ご

に創
そう

設
せつ

されたのは（　　　）小
しょう

学
がっ

校
こう

である。

 ①　白
しら

峰
みね

 ②　吉
よし

野
の

 ③　白
はく

嶺
れい

 ④　河
かわ

内
ち
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